
即
位
の
変
容
と
律
令
天
皇
制

ロカ

藤

麻

子

【
要
約
】
　
皇
位
継
承
儀
礼
に
お
い
て
、
あ
る
時
点
を
皇
位
継
承
時
点
と
し
て
意
識
し
、
空
位
を
徹
底
的
に
避
け
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
律
令
文
書
行
政
が

整
備
さ
れ
た
大
宝
～
養
老
年
間
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
八
世
紀
の
天
皇
が
律
令
文
書
行
政
の
最
高
決
裁
者
で
、
他
者
と
の
権
限
差
が
明
確
で
あ

っ
た
こ
と
を
反
映
し
、
皇
位
継
承
時
点
が
そ
の
転
換
点
と
し
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
同
時
に
、
文
書
行
政
の
停
滞
を
招
く
空
位
を
徹
底
的
に
回
避
し
た

結
果
で
あ
る
。
皇
位
継
承
儀
礼
の
中
で
、
皇
位
継
承
時
点
と
空
位
が
律
令
制
本
来
の
意
味
を
失
い
、
形
骸
化
し
て
い
く
過
程
を
指
標
と
し
て
、
天
皇
が
律

令
制
本
来
の
唯
一
性
・
専
行
性
を
失
い
、
天
皇
権
力
の
構
造
が
変
化
し
て
い
く
過
程
を
論
じ
る
の
が
本
稿
の
試
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
八
巻
二
号
　
二
〇
〇
五
年
三
月

即位の変容と律令天皇制（力藤）

は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
で
は
、
皇
位
継
承
儀
礼
を
分
析
の
対
象
と
し
、
律
令
制
下
の
天
皇
と
そ
の
変
容
の
再
検
討
を
課
題
と
し
た
。
天
皇
の
代
替
わ
り
は
政
権

の
不
安
定
期
を
現
出
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
非
常
事
態
の
対
処
法
、
新
帝
へ
の
政
権
委
譲
の
方
式
が
天
皇
権
力
の
根
幹
を
示
す
と
考
え
る
た

め
で
あ
る
。

　
皇
位
継
承
儀
礼
に
は
膨
大
な
先
行
研
究
が
存
在
し
、
従
来
は
大
嘗
祭
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
岡
田
精
司
氏
は
、
『
日
本
書

紀
』
の
即
位
が
古
い
大
王
就
任
儀
礼
の
伝
統
を
ひ
く
も
の
で
あ
り
、
持
統
紀
に
見
え
る
忌
部
の
神
璽
奉
上
と
中
臣
の
壽
詞
奏
上
が
記
紀
の
天
孫
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①

降
臨
神
話
と
対
応
す
る
薪
儀
礼
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
井
上
光
貞
氏
は
、
先
帝
崩
御
直
後
の
即
位
を
忌
む
た
め
に
天
皇
の
空
位
期
間
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

生
じ
、
こ
の
間
の
政
治
不
安
を
避
け
て
、
神
璽
・
鈴
印
渡
御
儀
礼
が
成
立
し
た
と
言
及
し
た
。
以
後
の
研
究
は
、
両
説
を
継
承
し
、
主
に
次
の

二
方
向
に
展
開
さ
れ
て
き
た
。
第
｝
に
、
即
位
宣
命
や
持
統
の
即
位
寵
事
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
表
現
と
し
て
評
解
し
、
大
化
前
代
の
大
王
か
ら
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

令
制
下
、
さ
ら
に
平
安
時
代
の
天
皇
へ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
変
貌
に
言
及
す
る
研
究
。
第
二
に
、
皇
位
継
承
の
儀
式
次
第
の
遡
及
を
試
み
る
研

究
舶
と
も
に
萎
初
期
と
く
に
桓
武
朝
を
そ
の
鋼
と
見
な
し
て
い
る
・
し
か
し
・
『
続
報
紀
』
の
皇
位
継
承
記
事
が
簡
略
で
あ
る
こ

と
に
起
因
し
、
大
宝
律
令
成
立
以
前
や
平
安
時
代
に
比
較
し
て
、
奈
良
蒔
代
（
八
世
紀
）
の
即
位
に
雷
及
す
る
研
究
は
少
な
い
。
こ
の
よ
う
な

状
況
で
、
平
安
初
期
を
面
期
と
見
な
す
研
究
に
は
疑
問
も
あ
る
。

　
一
方
、
皇
位
継
承
が
、
皇
太
子
・
天
皇
・
太
上
天
皇
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
転
換
点
で
あ
る
以
上
、
皇
太
子
・
太
上
天
皇
を
含
む
天
皇
権
力
の

構
造
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
が
必
要
に
な
る
。
皇
太
子
に
関
し
て
は
、
制
度
的
成
立
が
多
く
問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
、
律
令
制
の
皇
太
子
に
つ

い
て
は
、
政
治
的
に
関
係
の
な
い
単
な
る
皇
嗣
で
あ
る
と
す
る
井
上
光
貞
氏
の
見
解
や
、
非
常
時
に
天
皇
大
権
の
代
行
が
可
能
で
あ
る
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

荒
木
敏
夫
氏
・
林
紀
昭
氏
の
見
解
が
あ
る
。
一
方
、
太
上
天
皇
に
関
し
て
は
、
岸
俊
男
氏
以
来
、
政
治
的
権
限
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
、
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

文
上
に
規
定
が
な
い
た
め
、
権
力
の
根
拠
に
つ
い
て
評
価
が
一
定
で
は
な
い
。
ま
た
、
春
名
宏
昭
氏
は
、
嵯
峨
が
譲
位
時
に
太
上
天
皇
の
尊
号

を
辞
退
し
た
こ
と
を
根
拠
に
、
太
上
天
皇
が
大
権
を
放
棄
し
、
天
皇
の
み
が
大
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
管
見
に

よ
れ
ば
、
春
名
氏
の
指
摘
以
後
、
皇
太
子
・
太
上
天
皇
と
天
皇
大
権
に
つ
い
て
、
皇
位
継
承
儀
礼
と
の
関
係
で
充
分
に
議
論
さ
れ
た
と
は
言
い

難
い
。

　
ま
た
、
従
来
の
研
究
で
は
、
六
国
史
な
ど
各
史
料
の
編
纂
時
期
が
異
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
各
時
期
の
用
語
法
や
認
識
の
変
化
を
視
野
に
入

れ
た
分
析
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
第
一
章
で
、
「
即
位
」
の
語
や
空
位
、
天
皇
に
な
る
瞬
間
（
皇
位
継
承
時
点
）
の
定
義
や
基
準
が
各
史
料
編
纂
の
時

期
に
よ
り
異
な
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
皇
位
継
承
儀
礼
の
変
容
を
概
観
し
た
い
。
さ
ら
に
こ
れ
を
指
標
と
し
て
、
第
二
章
で
は
、
皇
太
子
・
太
上
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天
皇
を
含
め
た
天
皇
権
力
の
構
造
と
変
容
を
、
律
令
制
と
の
関
係
を
ふ
ま
え
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
こ
れ
以
後
、
史
料
名
は
噸
紀
馳

（
日
本
書
紀
）
、
『
続
紀
』
（
累
日
本
紀
）
、
『
後
難
』
（
B
本
歯
並
）
、
『
続
後
紀
』
（
続
睡
本
後
釜
）
、
『
文
徳
』
（
田
本
文
徳
天
皇
実
録
）
、
『
三
代
録
』
（
日
本

竃
代
実
録
）
、
『
紀
略
』
（
日
本
紀
略
）
と
略
記
す
る
。

即位の変容と律令天皇制（加藤）

①
　
根
石
精
司
「
大
王
就
任
儀
礼
の
原
形
と
そ
の
展
開
一
即
位
と
大
嘗
祭
1
」

　
（
『
古
代
祭
祀
の
史
的
研
究
戯
　
【
九
九
二
年
・
塙
華
麗
、
　
一
九
八
一
二
年
初
出
）
以

　
下
、
岡
田
氏
の
引
用
は
す
べ
て
こ
の
論
文
に
よ
る
。

②
平
安
時
代
の
儀
式
書
の
譲
位
儀
や
天
皇
崩
御
儀
に
お
け
る
、
神
璽
や
鈴
印
な
ど

　
器
物
の
委
譲
は
、
先
行
研
究
で
は
「
践
酢
（
儀
礼
）
」
と
称
さ
れ
る
の
が
一
般
的

　
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
神
璽
・
鈴
印
渡
御
儀
礼
の

　
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

③
井
上
光
貞
「
即
位
儀
と
そ
の
成
立
」
（
『
日
本
古
代
の
王
権
と
祭
祀
輪
一
九
八
四

　
年
・
東
京
大
学
出
版
会
）
以
下
、
井
上
氏
の
引
屠
は
、
特
に
明
記
し
な
い
隈
り
、

　
こ
の
論
文
に
よ
る
。

④
和
田
華
氏
は
、
鎌
明
～
持
統
と
同
じ
正
月
即
位
が
、
神
武
一
仁
賢
に
見
ら
れ
る

　
こ
と
か
ら
、
後
者
は
『
日
本
書
紀
臨
の
潤
色
と
指
摘
す
る
。
「
タ
カ
ミ
ク
ラ
ー

　
朝
賀
・
即
位
式
を
め
ぐ
っ
て
一
」
（
『
日
本
古
代
の
儀
礼
と
祭
祀
・
信
仰
　
上
隔

　
【
九
九
五
年
・
塙
轡
罷
、
一
九
八
四
年
初
出
）
以
下
、
和
田
氏
の
引
用
は
、
特
に

　
明
記
し
な
い
限
り
、
こ
の
論
文
に
よ
る
。
熊
谷
公
男
「
持
統
の
即
位
儀
と
「
治
天

　
下
大
王
」
の
即
位
儀
礼
」
（
『
日
本
史
研
究
睡
四
七
四
・
二
〇
〇
二
年
）

⑤
柳
沼
千
枝
「
立
脚
の
成
立
と
そ
の
意
義
」
（
噛
日
本
史
研
究
』
三
六
三
・
一
九
九

　
二
年
）
以
下
、
柳
沼
氏
の
引
用
は
す
べ
て
こ
の
論
文
に
よ
る
。
土
井
郁
磨
「
「
談

　
位
儀
扁
の
成
立
扁
（
『
中
央
史
学
』
一
六
・
一
九
九
三
年
）
、
「
践
酢
儀
礼
に
つ
い

　
て
」
（
糊
中
央
史
学
隔
一
八
・
一
九
九
五
年
）
。
藤
森
健
太
郎
『
古
代
天
皇
の
即
位

　
儀
礼
臨
（
二
〇
〇
〇
年
・
吉
川
弘
文
館
）
藤
森
氏
の
著
作
の
引
用
は
す
べ
て
こ
の

　
書
に
よ
る
。

⑥
井
上
光
貞
「
古
代
の
皇
太
子
」
（
『
日
本
古
代
国
家
の
研
究
』
岩
波
書
店
二
九

　
六
五
年
）
、
荒
木
敏
夫
魍
日
本
古
代
の
皇
太
子
臨
（
一
九
八
五
年
・
吉
川
弘
文
館
）
、

　
林
紀
昭
「
律
令
皇
太
子
制
の
｝
考
察
扁
（
明
難
波
宮
肚
の
研
究
第
7
（
論
考

　
篇
）
睡
｝
九
八
一
年
・
大
阪
市
文
化
財
協
会
）
な
お
、
荒
木
氏
、
林
氏
の
引
用
は

　
以
下
す
べ
て
こ
の
論
文
に
よ
る
。
ま
た
、
坂
上
康
俊
氏
も
、
令
に
は
皇
太
子
に
政

　
治
基
盤
を
作
ら
せ
な
い
配
慮
が
あ
っ
た
と
す
る
が
、
監
臨
時
に
皇
太
子
の
み
が
、

　
天
皇
大
権
の
一
部
を
代
行
す
る
と
指
摘
す
る
〔
「
東
宮
機
構
と
皇
太
子
偏
（
『
古
代

　
中
世
史
論
集
臨
一
九
九
〇
年
・
吉
川
弘
文
館
）
〕
。

⑦
岸
俊
男
「
元
明
太
上
天
皇
の
崩
御
－
八
世
紀
に
お
け
る
皇
軍
の
所
在
一
」

　
（
榊
日
本
古
代
政
治
史
研
究
瞼
一
九
六
六
年
・
塙
害
房
、
一
九
六
五
年
初
出
）

⑧
春
名
宏
昭
氏
は
、
太
上
天
皇
が
天
皇
と
と
も
に
、
同
等
の
立
場
で
大
権
を
有
す

　
る
と
述
べ
る
〔
「
太
上
天
皇
制
の
成
立
」
（
『
史
学
雑
誌
撫
九
九
f
二
・
一
九
九
〇

　
年
）
〕
。
以
下
、
春
名
氏
の
引
周
は
す
べ
て
こ
の
論
文
に
よ
る
。
ま
た
、
覧
敏
生
氏

　
も
、
太
上
天
皇
は
律
令
国
家
機
構
に
対
し
、
天
皇
と
同
様
に
関
係
を
持
つ
と
す
る

　
〔
門
古
代
王
権
と
律
令
國
家
機
構
」
（
槻
古
代
王
権
と
律
令
国
家
馳
二
〇
〇
二
年
・

　
校
倉
書
房
、
一
九
九
一
年
初
出
）
〕
。
一
方
、
仁
藤
敦
史
氏
は
、
太
上
天
皇
は
文
書

　
行
政
と
は
別
次
元
の
自
乗
人
格
的
関
係
に
よ
る
強
制
力
を
持
ち
、
原
則
と
し
て
口

　
頭
伝
達
を
行
い
、
天
皇
よ
り
一
般
的
に
優
越
し
て
い
た
と
主
張
す
る
〔
「
律
令
制

　
成
立
期
に
お
け
る
太
上
天
皇
と
天
皇
扁
（
～
九
九
〇
年
初
出
）
「
太
上
天
皇
制
の
展

　
開
」
（
【
九
九
六
年
初
出
）
（
と
も
に
『
古
代
王
権
と
官
僚
制
』
二
〇
〇
〇
年
・
臨

　
川
書
店
）
〕
。
ま
た
、
齋
藤
磁
器
も
、
太
上
天
皇
は
令
制
で
「
何
ら
の
権
能
を
保
障

　
さ
れ
た
身
位
で
は
な
い
一
と
し
、
颪
接
太
政
官
に
命
令
を
下
せ
ず
、
天
皇
の
承
認
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を
経
て
天
皇
の
命
令
と
い
う
体
裁
で
実
現
し
て
い
た
と
述
べ
る
Q
太
上
天
皇
管

第
一
章
　
即
位
記
事
の
検
討

見
」
（
隅
古
代
国
家
の
歴
史
と
伝
承
隔
黛
弘
道
編
・
一
九
九
二
年
・
吉
川
弘
文
館
）
〕
。

　
本
章
で
は
、
「
即
位
」
の
語
と
、
天
皇
の
空
位
や
皇
位
継
承
時
点
に
関
す
る
意
識
に
着
目
し
、

た
上
で
、
皇
位
継
承
儀
礼
の
変
容
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

各
史
料
と
編
纂
時
期
に
よ
る
変
化
を
ふ
ま
え

4　（168）

一．

w
日
本
書
紀
聴
の
即
位
記
事

　
即
位
と
践
酢
の
語
が
、
令
文
に
見
え
る
の
は
、
以
下
の
三
条
で
あ
る
。

　
　
神
祇
令
・
天
皇
即
位
条
「
凡
天
皇
即
位
。
惣
祭
天
神
地
祇
。
散
斎
一
月
。
甘
言
三
日
。
其
大
幣
者
。
三
月
之
軍
令
修
理
詑
。
扁

　
　
神
祇
令
・
践
酢
条
「
凡
践
酢
之
日
。
中
臣
奏
天
神
之
壽
詞
。
忌
部
上
神
璽
之
鏡
劔
。
」

　
　
公
式
令
・
天
子
神
璽
条
「
天
子
神
璽
。
謂
。
陵
酢
之
日
壽
璽
。
宝
而
不
用
。
（
以
下
略
）
」

　
『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
る
と
、
「
即
」
は
「
つ
く
」
、
「
践
」
は
「
ふ
む
・
つ
く
・
の
ぼ
る
」
、
「
位
」
と
「
酢
」
は
と
も
に
「
天
子
の
位
」
の

意
味
を
も
つ
。
し
た
が
っ
て
、
即
位
・
践
酢
は
と
も
に
「
天
子
の
位
に
つ
く
」
こ
と
を
意
味
す
る
同
義
語
で
あ
る
。
『
紀
』
に
は
、
「
即
位
」

「
即
天
皇
位
」
「
即
帝
位
」
の
他
に
、
「
即
酢
」
（
孝
徳
）
や
「
防
天
皇
位
」
（
清
寧
・
武
烈
）
の
用
法
も
見
え
る
。
ま
た
、
一
般
的
理
解
を
述
べ
て

お
く
と
、
平
安
時
代
初
め
（
桓
武
以
後
）
、
皇
位
継
承
儀
礼
が
、
先
帝
譲
位
・
崩
御
当
日
の
神
璽
・
鈴
印
渡
御
儀
礼
と
後
日
の
大
極
殿
儀
礼
に
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

離
す
る
と
、
前
者
を
「
践
酢
」
、
後
者
を
「
即
位
」
の
語
で
称
す
る
よ
う
に
な
り
、
両
者
の
意
味
が
分
離
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
・
実
例
で

は
、
持
統
紀
の
即
位
記
事
が
語
論
条
の
内
容
と
符
合
し
、
践
西
条
の
集
解
各
説
も
、
古
記
・
跡
記
は
「
轟
轟
之
日
」
を
「
即
位
滞
日
」
と
し
、

令
釈
・
義
解
は
「
践
酢
」
を
「
天
皇
即
位
」
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
践
酢
之
日
」
と
限
定
し
た
場
合
で
も
、
践
酢
と
即
位
は
同
義
と
見
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

さ
れ
、
特
定
の
時
点
を
示
し
得
る
用
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
六
国
史
を
通
じ
て
確
認
で
き
る
た
め
、
少
な
く
と
も
六
国
史
編
者
の
共
通
し
た
認
識
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【表1　六国史に見える崩御・譲位・即位の時間的関係】

出典 経　過 分類

（1） （神武～鉦明）崩御露翻型押即位 A
（2） 皇極譲位幽孝徳即位 B

（3） 孝徳崩御團圏國翻三明即位 A
（41 斉明崩御國國（皇太子強制）國二天智即位 A
（5） 天智崩御塑藁囲野天武郎位 A
（6） 天武崩御闘團（皇后薄謝）圏國持統即位 A
（7＞ 持統譲位爾文武即位○○○○（宣命） B1
（8） 文武崩御露塑圏膿元明即位（宣命） A
（9） 元明譲位働元正即位（詔） 132

（1③ 元正譲位幽思武即位（宣命） B2
（ll） 聖武譲位（宣命）鯵遺風即位（宣命） B2

働 孝謙譲位（宣命）働淳風即位（宣命） B2

㈱ 淳仁廃位→称徳 ×

〈1の 称徳崩御圏圏國國光仁即位（宣命） A

㈲ 光仁譲位（宣命）幽桓武即位○○○○（宣命） B1
（1③ 桓武崩御瞳睡鍾謹平城即位（詔） A
（1の 平城譲位（宣命）ムA《愈嵯峨即位（宣命） C

α8 嵯峨譲位（宣命）《ム《ム淳和即位（宣命） C

o鋤 淳和譲位（宣命）ムムA《仁明即位（宣命） C

⑳ 仁明崩御國圏繊月文徳即位（宣命） A

⑳ 文徳崩御圏團睡團清和即位（宣命） A

㈱ 清和譲位（宣命）企《《《陽成即位（宣命） C

㈱ 豊成（譲位）A《《《光孝即位（宣命） C

※出典

※経過

※分類

（1）～（6＞：f紀』、（7）：『紀壽窪続紀違、（8）～⑯：ジ続紀』、

⑯～㈱：『後紀』（閾巻部分は郵紀略勲、

働：『誌略』二二後紀』、⑳：ξ続後紀』『文徳』、

⑳：ジ文徳」ぎ三代録』、醤蝦：『三代録』

丁丁欝欝　AMA　OOOO：日数の開きがあるもの
「先帝譲位　鐙　新帝即位（宣命）」：同日1こ執行するもの

A：先帝崩御　圏饅圏圏　新帝即位

　　　　　　　　　（先帝崩御から日数を経て、新帝即位）

B：先帝譲位：幽　製革即位（先帝譲位と新帝即位が同日）

　　　　　　　〔B1：宣命のみ後日、　B　2：宣命も同日〕

C：先帝譲位　ムムム論・新帝即位

　　　　　　　　　（先帝譲位から日数を経て、新帝即位）
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と
考
え
て
よ
い
。

　
以
上
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
即
位
記
事
を
分
析
す
る
。
六
国
史
の
皇
位
継
承
記
事
は
、
天
皇
の
崩
御
・
譲
位
・
即
位
の
時
間
経
過
に
着
回
す
る

と
次
の
三
型
に
分
類
さ
れ
る
〔
【
表
－
】
参
照
〕
。
な
お
、
六
国
史
の
「
譲
位
・
禅
天
皇
位
・
禅
位
・
傳
位
」
は
す
べ
て
譲
位
、
「
即
酢
・
荒
天
皇

位
・
渉
天
皇
位
・
即
帝
位
」
は
す
べ
て
即
位
に
、
表
記
を
統
～
す
る
。



　
　
A
型
：
先
帝
崩
御
か
ら
日
数
を
経
て
、
新
帝
即
位

　
　
B
型
：
先
帝
譲
位
・
新
帝
即
位
が
同
日
〔
即
位
宣
命
の
み
後
日
は
B
1
型
、
す
べ
て
同
臼
は
B
2
型
〕

　
　
C
型
：
先
帝
譲
位
か
ら
日
数
を
経
て
、
新
帝
即
位

　
ま
ず
、
『
紀
』
に
見
え
る
皇
位
継
承
記
事
は
、
皇
極
の
譲
位
を
除
き
、
す
べ
て
A
型
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
新
帝
の
位
が
先
帝
の
死
に
よ
っ
て

自
動
的
に
確
立
す
る
の
で
は
な
く
、
先
帝
崩
御
と
新
帝
即
位
と
の
間
に
天
皇
（
大
王
）
位
の
空
白
（
空
位
）
期
間
が
存
在
し
、
編
者
が
即
位
の

時
点
に
何
ら
か
の
儀
礼
を
想
定
し
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
『
紀
』
に
は
、
即
位
に
先
立
っ
て
壇
を
設
け
、
そ
こ
に
登
壇
す
る
登
壇
即
位
と
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ば
れ
る
記
事
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
即
位
の
時
点
で
、
登
壇
行
為
の
瞬
間
が
皇
位
継
承
時
点
と
し
て
特
別
な
意
味
を
も
っ
た
と

い
う
確
証
は
な
く
、
皇
位
継
承
儀
礼
の
中
の
～
行
為
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
で
は
、
あ
る
瞬
間
を
明
確
に
皇
位
継
承
時
点
と
し
て
意
識
す
る
の
は
い
つ
か
ら
か
。
次
の
持
統
の
即
位
記
事
〔
『
紀
』
持
統
四
（
六
九
〇
）
年

正
月
戊
寅
朔
条
〕
が
参
考
に
な
る
。
（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
物
部
麿
朝
臣
樹
大
詔
。
神
祇
伯
中
臣
大
嶋
朝
臣
讃
天
神
解
毒
。
畢
忌
部
宿
禰
謹
呈
知
奉
上
神
璽
劔
鏡
於
皇
后
。
皇
盾
即
天
皇
位
。
公
卿
百
寮
羅
列
。
匝
拝

　
　
而
拍
手
焉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
こ
の
記
事
に
は
「
譲
天
神
前
詞
」
に
続
い
て
皇
后
（
持
統
）
へ
の
「
奉
上
神
璽
魚
鱗
」
が
あ
り
、
皇
盾
は
「
即
応
皇
位
」
と
明
確
な
時
点
が

　
　
　
④

示
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
紀
』
編
纂
時
に
は
、
皇
位
継
承
時
点
を
明
確
に
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
を
「
即
（
天
皇
）
位
」
と
称
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
『
紀
』
か
ら
は
、
空
位
を
回
避
す
る
意
識
も
う
か
が
え
る
。
皇
極
譲
位
は
、
唯
一
の
B
型
で
、
乙
巳
の
変
〔
皇
極
紀
四
（
六
四
五
）
年

　
　
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
　

六
月
戊
申
条
〕
と
い
う
特
殊
な
情
勢
下
で
生
じ
た
事
態
で
あ
っ
た
。
皇
極
言
の
六
月
庚
戌
条
に
は
「
譲
位
於
軽
皇
子
」
と
見
え
る
が
、
孝
徳
紀

同
日
条
に
は
、
皇
極
が
譲
位
の
意
志
を
表
明
し
て
か
ら
、
中
大
兄
皇
子
・
軽
皇
子
・
古
人
大
兄
皇
子
が
各
々
辞
退
し
、
結
果
的
に
、
軽
皇
子
が

「
升
壇
即
酢
」
す
る
ま
で
が
記
載
さ
れ
る
。
し
か
し
、
譲
位
意
志
の
提
示
か
ら
、
編
纂
時
の
潤
色
に
し
て
も
「
百
官
定
連
国
造
伴
船
百
八
十
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部
」
が
羅
列
す
る
即
位
ま
で
す
べ
て
が
鼻
骨
条
一
日
の
出
来
事
と
は
考
え
難
く
、
実
質
的
に
一
、
二
日
は
空
位
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し

か
し
『
紀
』
は
空
位
期
間
を
設
け
ず
、
譲
位
と
即
位
を
同
日
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
ま
た
、
持
統
が
天
武
崩
御
〔
朱
鳥
元
（
六
八
六
）
年
九
月
丙
午
条
〕
後
、
称
制
を
含
む
三
年
以
上
の
空
位
期
間
を
経
て
即
位
し
た
よ
う
に
、

『
紀
』
に
は
、
先
帝
崩
御
後
、
新
帝
が
即
位
す
る
ま
で
の
空
位
期
間
に
、
皇
太
子
・
皇
后
な
ど
未
即
位
の
王
族
が
君
主
権
を
代
行
す
る
例
が
見

　
　
⑥

ら
れ
る
。
ま
た
、
井
上
光
貞
氏
は
、
令
以
前
の
皇
位
継
承
に
お
い
て
は
、
複
雑
な
政
治
情
勢
を
背
景
に
、
先
帝
の
積
や
葬
が
終
わ
る
前
に
新
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

が
即
位
し
て
、
空
位
期
間
の
短
縮
を
図
っ
た
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
持
統
朝
以
前
に
は
空
位
期
間
の
存
在
は
自
明
の
事
で

あ
っ
た
。
し
か
し
　
方
で
、
『
紀
』
に
は
編
纂
時
の
潤
色
と
思
わ
れ
る
「
皇
位
者
一
日
之
不
可
空
。
」
〔
仁
徳
即
位
前
言
〕
、
「
夫
帝
位
不
可
以
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

陵
」
〔
豊
玉
即
位
前
奏
〕
な
ど
の
記
述
が
見
え
、
皇
極
の
譲
位
記
事
と
と
も
に
、
空
位
に
対
し
て
よ
り
否
定
的
で
、
徹
底
し
て
黙
諾
す
る
意
識
が

う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
持
統
以
前
の
皇
位
継
承
に
お
い
て
は
、
空
位
期
間
が
現
実
に
存
在
し
、
君
主
権
の
代
行
や
空
位
期
間
の
短
縮
で
、
こ
れ
に
対

処
し
た
。
し
か
し
、
政
権
が
不
安
定
に
な
る
空
位
を
嫌
う
意
識
に
加
え
、
『
紀
隠
編
纂
時
に
は
、
さ
ら
に
空
位
に
否
定
的
で
、
徹
底
し
て
圓
即

し
よ
う
と
す
る
意
識
が
強
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
皇
位
継
承
時
点
を
意
識
し
て
こ
れ
を
「
即
位
」
の
語
で
表
現
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が

『
紀
』
の
記
述
に
反
映
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
．
『
続
日
本
紀
臨
の
即
位
記
事

　
　
　
　
　
⑨

次
に
、
『
続
紀
』
を
も
と
に
、
八
世
紀
の
皇
位
継
承
（
文
武
即
位
～
桓
武
即
位
）
を
検
討
す
る
。
な
お
、
こ
れ
以
後
、
『
挙
白
』
は
条
文
の
B
付

の
み
記
し
、
史
料
名
を
特
に
挙
げ
な
い
〔
【
表
2
】
参
照
〕
。

　
『
続
紀
』
に
は
、
『
紀
』
に
一
般
的
な
A
型
（
先
帝
崩
御
か
ら
日
数
を
経
て
新
帝
即
位
）
が
二
例
し
か
な
く
、
淳
仁
廃
位
を
除
き
、
他
は
す
べ
て

B
型
（
先
帝
譲
位
と
親
密
即
位
が
同
日
）
の
継
承
で
、
空
位
期
間
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
『
紀
』
の
記
述
に
反
映
さ
れ
た
、
空

、
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門
表
2
：
皇
位
継
承
記
事
】

持
統
譲
位
文
武
即
位

B
1
型

隅
紀
腕
持
統
十
一
（
六
九
七
）
年
八
月
乙
丑
朔
条
門
天
皇
姦
策
禁
中
、
禅
天
皇
位
於
皇
太
子
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
譲
位
と
即
位
は
同
日
（
注
）
〕
『
続
紀
』
文
武
元
（
六
九
七
）
年
八
月
甲
子
朔
条
「
受
禅
響
位
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
庚
辰
条
　
　
即
位
宣
命
（
場
所
の
記
載
な
し
。
）

文
武
崩
御
元
明
即
位

A
　
型

『
続
紀
』
慶
雲
四
（
七
〇
七
）
年
六
月
辛
巳
条
　
文
武
崩
御
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
庚
痴
夢
　
元
明
詔
「
告
欝
欝
選
詔
、
摂
万
機
之
状
」
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
七
月
壬
子
条
　
元
明
即
位
（
大
極
殿
）
、
即
位
宣
命

元
明
譲
位
元
正
郎
位

B
2
型

『
続
紀
睡
霊
亀
～
7
5
（
七
一
五
）
年
九
月
引
墨
条
　
元
明
「
爵
位
子
工
高
内
親
王
」
、
譲
位
詔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
元
正
即
位
（
大
極
殿
）
、
即
位
詔

元
正
譲
位
塗
武
即
位

B
2
型

『
続
紀
輪
神
亀
元
（
七
二
四
）
年
二
月
甲
午
条
　
元
正
「
禅
堂
舎
皇
太
子
偏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
聖
武
即
位
（
大
極
殿
）
、
即
位
宣
命

※
　
聖
武
の
即
位
宣
命
中
に
、
元
正
の
譲
位
宣
命
に
絹
画
す
る
と
思
わ
れ
る
文
言
が
あ
る
。

聖
武
譲
位
孝
謙
即
位

B
2
型※

　
『
続
紀
隔
天
平
勝
宝
元
（
七
四
九
）
年
七
月
甲
午
条
の
「
皇
太
子
（
孝
謙
）
受
禅
即
位
於
大
極
殿
。
詔
臼
。
」
に
、
聖
武
の
譲
位
宣
命
と
三
脚
の
即
位
　
宣
命
が
連
続
し
て
記
載
さ
れ
る
。

孝
謙
譲
位
淳
仁
即
位

B
2
型※

　
凹
続
紀
塩
天
平
宝
字
二
（
七
五
八
）
年
八
月
庚
子
朔
条
の
「
高
野
天
皇
（
孝
謙
）
在
位
於
皇
太
子
偏
に
続
き
譲
位
宣
命
、
門
是
日
、
皇
太
子
（
淳
仁
）
受
禅
即
天
皇
位
於
大
極
殿
」
に
続
き
、
即
位
宣
命
が
見
え
る
。

淳
仁
廃
位
称
徳
重
酢

×

※
　
　
『
続
紀
馳
天
平
宝
掌
八
（
七
六
四
）
年
十
月
壬
申
条
に
は
、
淳
仁
を
廃
し
て
淡
路
公
と
す
る
称
徳
の
詔
が
見
え
る
が
、
称
徳
の
即
位
記
事
は
な
い
。
な
　
お
、
翌
天
平
紳
護
元
（
七
六
五
）
年
十
一
月
に
大
嘗
が
見
え
る
。

称
徳
崩
御
光
仁
即
位

A
　
型

『
続
紀
』
宝
亀
光
（
七
七
〇
）
年
八
月
轡
型
条
　
　
称
徳
崩
御
。
門
定
型
禁
中
扁
に
よ
り
白
壁
王
立
太
子
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
十
月
己
出
置
条
　
光
仁
即
位
（
大
極
殿
）
、
即
位
宣
命

光
仁
譲
位
桓
武
即
位

B
1
型

鯛
続
紀
麟
天
応
元
（
七
八
一
）
年
四
月
蜜
蝋
条
光
仁
譲
位
宣
命
「
是
臼
、
皇
太
子
（
桓
武
）
受
禅
即
位
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
壬
辰
条
　
早
良
親
王
（
光
仁
の
皇
子
）
立
太
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
癸
卯
条
　
　
「
天
皇
御
大
極
殿
。
詔
書
（
即
位
宣
命
）
」

桓
武
崩
御
平
城
即
位

A
　
型

『
後
紀
臨
大
同
元
（
八
〇
六
）
年
三
月
辛
巴
条
　
桓
武
崩
御
、
皇
太
子
に
鵬
翼
井
口
櫃
奉
東
宮
漏
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
五
月
辛
巳
条
　
平
城
即
位
（
大
極
殿
）
、
詔
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
壬
午
条
　
神
野
親
王
（
嵯
峨
）
立
太
子

平
城
譲
位
嵯
餓
即
位

C
　
型

『
後
紀
匝
大
同
四
（
八
〇
九
）
年
四
月
丙
子
朔
条
　
平
城
譲
位
、
譲
位
宣
命
『
紀
略
輪
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
戊
子
条
　
　
嵯
峨
即
位
（
大
極
殿
）
〔
『
紀
略
輪
は
宣
命
文
を
省
略
〕
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『
紀
略
撫
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
己
丑
条
　
　
高
丘
親
王
（
平
城
の
皇
子
）
立
太
子

嵯
峨
譲
位
淳
和
即
位

C
　
型

『
紀
略
蝕
弘
仁
十
四
（
八
二
三
）
年
四
月
庚
子
条
　
嵯
峨
譲
位
、
譲
位
宣
命
〔
『
紀
主
命
は
宣
命
文
を
省
略
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
壬
寅
条
　
正
良
親
王
（
仁
明
）
立
太
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
辛
亥
条
　
三
和
即
位
（
大
極
殿
）
、
即
位
宣
命

淳
和
譲
位
仁
明
即
位

C
　
型

噸
紀
略
輪
天
長
十
（
八
三
三
）
年
二
月
乙
酉
条
　
淳
酒
譲
位
、
譲
位
宣
命
〔
『
縫
目
』
は
宣
命
文
を
省
略
〕
『
続
後
紀
臨
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
丁
亥
条
　
恒
貞
親
王
（
淳
知
W
の
皇
子
）
立
太
子
『
続
後
紀
㎞
　
　
　
　
　
〃
　
　
三
月
癸
巳
条
仁
明
即
位
（
大
極
殿
）
、
即
位
宣
命

仁
明
崩
御
文
徳
即
位

A
　
型

『
続
後
離
隔
『
文
徳
』
嘉
祥
三
（
八
五
〇
）
年
三
月
評
亥
条
仁
明
崩
御
、
群
臣
が
皇
太
子
に
「
天
子
神
璽
賓
劔
符
節
鈴
印
等
」
を
奉
ず
魍
文
徳
輪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
四
月
甲
子
条
　
文
徳
準
位
（
大
極
殿
）
、
即
位
宣
命

文
徳
崩
御
清
和
即
位

A
　
型

騨
文
徳
㎞
『
三
代
録
』
天
安
二
（
八
五
八
）
年
八
月
乙
卯
条
　
　
　
　
文
徳
崩
御
、
群
臣
が
皇
太
子
に
「
天
子
神
璽
堂
島
節
符
鈴
印
等
」
を
奉
ず
遡
三
代
録
隔
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
十
一
月
七
日
甲
子
条
　
清
和
即
位
（
大
極
殿
）
、
即
位
宣
命

清
和
譲
位
陽
成
即
位

C
　
型

『
三
代
録
隔
貞
観
十
八
（
八
七
六
）
年
十
一
月
廿
九
日
壬
寅
条
　
清
和
譲
位
、
譲
位
宣
命
、
「
皇
太
子
受
天
子
神
璽
實
劔
」
　
〃
　
　
元
慶
元
（
八
七
七
）
年
正
月
三
日
乙
亥
条
　
　
　
　
陽
成
即
位
（
大
極
殿
焼
失
の
た
め
豊
楽
殿
）
、
即
位
宣
命

（
注
）
　
『
紀
』
『
続
紀
隔
の
干
支
が
異
な
る
の
は
、
前
者
が
元
嘉
暦
、
後
者
が
儀
鳳
暦
に
拠
っ
た
た
め

位
を
圃
面
す
る
意
識
は
、
八
世
紀
に
お
い
て
も
存
続
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
元
明
以
降
は
大
極
殿
で
の
即
位
と
同
日
の
宣
命

（
詔
）
宣
布
が
確
認
で
き
（
B
2
型
）
、
こ
れ
が
九
世
紀
以
降
も
続
く
た
め
、
八
世
紀
に
は
大
極
殿
で
の
宣
命
宣
布
が
即
位
の
儀
礼
と
し
て
定
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
例
外
が
、
宣
命
宣
布
が
即
位
よ
り
後
日
に
見
え
る
文
武
と
桓
武
で
あ
る
（
B
l
型
）
。
文
武
の
場
合
は
、
両
日
と
も
に
場
所
の
記
載
が
な

く
・
即
位
宣
命
の
初
見
記
事
で
あ
る
た
め
・
ぬ
環
喜
希
が
即
位
当
日
の
儀
礼
と
し
て
未
だ
組
み
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
状
態
と
推
測
で
き
勧
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

一
方
、
桓
武
の
場
合
、
即
位
〔
辛
卯
条
〕
の
場
所
は
不
明
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宣
命
宣
布
〔
癸
卯
条
〕
は
大
極
殿
で
行
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
従
来
は
、
癸
卯
条
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

元
明
以
降
の
即
位
当
日
の
儀
礼
に
相
当
し
、
辛
卯
条
は
『
欝
病
』
の
他
の
即
位
と
形
態
が
異
な
る
新
儀
礼
で
あ
る
と
、
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
『
続
紀
』
が
、
内
容
が
全
く
異
な
る
儀
礼
を
同
じ
「
即
位
」
の
語
で
示
し
た
と
は
考
え
難
く
、
辛
忍
野
を
桓
武
朝
画
期
の
新
儀
礼
と
見

な
す
見
解
に
は
疑
問
を
感
じ
る
。
ま
た
、
『
続
紀
』
が
完
成
し
た
桓
武
朝
に
お
い
て
も
、
「
即
位
」
の
語
が
『
紀
』
と
同
様
に
皇
位
継
承
時
点
を
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示
し
て
い
る
こ
と
は
、
即
位
翌
日
〔
壬
辰
条
〕
に
早
良
親
王
が
立
太
子
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
桓
武
の
即
位
は
、
光
仁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

不
豫
の
切
迫
し
た
状
況
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
光
仁
の
存
命
中
に
B
型
の
継
承
を
行
い
、
空
位
を
避
け
る
た
め
に
急
が
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

変
則
的
な
も
の
で
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
宣
命
宣
布
な
ど
大
極
殿
儀
礼
の
み
が
、
後
日
に
延
期
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。

　
次
に
譲
位
を
検
討
し
た
い
。
元
正
の
譲
位
宣
命
は
、
聖
武
の
即
位
宣
命
中
に
引
用
さ
れ
る
た
め
、
同
場
面
で
の
宣
読
は
あ
り
得
ず
、
事
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

示
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
孝
謙
の
譲
位
宣
命
も
淳
仁
の
即
位
前
に
別
所
で
宣
制
さ
れ
た
状
況
が
判
明
す
る
。
～
方
、
聖
武
の
譲
位
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

命
と
孝
謙
の
即
位
宣
命
は
、
即
位
時
に
大
極
殿
で
、
連
続
し
て
下
読
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
八
世
紀
に
は
、
未
だ
譲
位
宣
命

（
詔
）
の
提
示
方
式
が
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
問
題
と
な
る
の
が
、
聖
武
譲
位
の
時
期
で
あ
る
。
譲
位
宣
命
が
記
載
さ
れ
る
孝
謙
即
位
日
か
ら
一
ヶ
月
以
上
前
、
諸
寺
へ
の
施
入
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

文
〔
天
平
勝
宝
元
（
七
四
九
）
年
閏
五
月
後
五
条
〕
の
中
で
、
聖
武
は
「
太
上
天
皇
沙
弥
勝
満
」
と
称
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
直
後
の
閏
五
月

に
　
ヨ

丙
辰
条
に
は
「
天
皇
遷
御
薬
師
寺
宮
。
為
御
在
所
。
」
と
見
え
、
聖
武
は
平
城
宮
外
に
遷
御
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
時
期
の
聖
武
の
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

場
を
め
ぐ
り
、
様
々
な
解
釈
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
注
目
さ
れ
る
の
は
、
聖
武
が
譲
位
し
た
記
事
が
な
い
点
で
あ
る
。
『
続
紀
』
は
同
様
に
光
仁
の
譲
位
記
事
も
欠
く
が
、
と
も
に
新
帝
が
即
位

す
る
日
に
譲
位
宣
命
を
載
せ
る
こ
と
か
ら
、
通
常
両
天
皇
は
こ
の
日
に
譲
位
し
た
と
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
光
仁
は
不
豫
で
、
聖
武
は
す

で
に
宮
外
に
遷
御
し
て
お
り
、
両
者
の
譲
位
に
何
ら
か
の
行
為
・
儀
礼
を
想
定
し
、
そ
の
日
時
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
一
方
で
、
孝
謙
即
位
以
前
、
内
印
捺
印
が
必
要
な
政
務
は
、
薬
師
寺
宮
遷
御
惚
も
聖
武
が
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
該
期
の
太
上
天
皇
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

天
皇
と
同
様
に
、
少
納
言
な
ど
正
規
の
官
司
を
通
し
て
の
鈴
印
運
用
権
を
有
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
時
期
の
聖
武
の
立
場
は
断
じ
難
い
。
し
か

し
、
内
印
政
務
な
ど
天
皇
大
権
の
行
使
者
を
欠
く
実
質
的
な
空
位
期
間
は
生
じ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
『
続
紀
』
が
丙
辰
条
で
聖
武
を
「
天
皇
」
と
記
載
し
た
の
は
、
空
位
を
避
け
た
た
め
で
、
八
世
紀
の
天
皇
は
、
譲
位
表
明
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

も
新
帝
即
位
ま
で
大
権
を
維
持
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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以
上
か
ら
、
八
世
紀
（
桓
武
将
以
前
）
に
は
譲
位
儀
礼
が
未
確
立
で
、
天
皇
は
新
帝
即
位
ま
で
大
権
を
維
持
し
、
B
型
の
皇
位
継
承
が
行
わ

れ
て
、
空
位
は
徹
底
的
に
回
避
さ
れ
た
。
『
紀
』
の
皇
極
譲
位
記
事
に
は
、
編
臨
時
の
こ
の
意
識
が
反
映
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
欄
続

紀
』
が
完
成
し
た
桓
武
事
に
お
い
て
も
、
「
即
位
」
の
語
は
『
紀
』
と
同
様
に
皇
位
継
承
時
点
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
．
『
目
本
後
紀
聴
以
降
の
即
位
記
窮

即位の変容と律令天皇制（加藤）

　
次
に
開
後
学
』
以
後
の
史
料
か
ら
、
九
世
紀
以
降
（
桓
武
崩
御
以
降
）
の
皇
位
継
承
方
式
を
整
理
す
る
と
、
八
世
紀
に
多
く
見
ら
れ
た
B
型

（
先
帝
譲
位
と
新
帝
即
位
が
同
日
）
が
消
え
、
代
わ
っ
て
、
平
城
以
降
、
譲
位
か
ら
日
数
を
経
て
新
帝
が
即
位
す
る
C
型
が
現
出
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
崩
御
の
場
合
の
A
型
と
と
も
に
、
先
帝
の
崩
御
・
譲
位
に
関
係
な
く
、
新
帝
の
即
位
ま
で
空
位
期
間
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　
B
型
か
ら
C
型
へ
の
譲
位
の
変
化
を
考
え
る
上
で
、
参
考
に
な
る
の
は
、
『
藁
蕎
』
（
覆
紀
』
は
雲
底
）
の
嵯
峨
譲
位
と
淳
和
即
位
の
記
事
で

あ
る
。
嵯
峨
紀
の
弘
仁
十
四
（
八
二
三
）
年
四
月
庚
子
条
に
は
譲
位
詔
（
『
紀
略
匝
は
内
容
を
省
略
）
が
記
載
さ
れ
、
淳
和
紀
の
同
日
条
に
は
「
受

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

譲
為
天
子
。
事
具
太
上
天
皇
紀
。
翫
（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
）
と
見
え
る
。
し
か
し
、
魍
経
略
』
が
淳
和
の
即
位
と
記
し
、
大
極
殿
で
の
儀
礼
が
執

行
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
十
日
後
の
辛
亥
条
で
あ
る
。
こ
の
儀
礼
の
詳
細
は
『
淳
和
天
皇
御
蚕
位
記
』
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

九
世
紀
以
降
の
儀
式
書
に
お
け
る
即
位
儀
と
内
容
が
共
通
し
、
以
後
の
皇
位
継
承
に
お
い
て
も
こ
の
儀
礼
執
行
日
が
「
即
位
」
と
称
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
『
紀
略
』
（
も
し
く
は
『
後
紀
』
）
編
者
の
認
識
で
は
、
先
帝
譲
位
の
日
が
「
為
天
子
」
皇
位
継
承
時
点
で
、
以
後
の
「
即
位
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
語
や
即
位
儀
は
、
も
は
や
皇
位
継
承
時
点
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
先
帝
譲
位
と
新
帝
即
位
と
の
間
も
空
位
期
間
で
は
な
く
な
る
。
こ
れ
は
、

「
即
位
」
の
語
で
皇
位
継
承
時
点
を
示
し
た
『
紀
』
や
『
続
紀
』
の
皇
位
継
承
と
は
、
明
ら
か
に
意
味
が
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
変
化
の
時
期

と
意
味
を
確
認
す
る
た
め
、
『
後
紀
』
以
後
の
皇
位
継
承
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
ま
ず
、
新
た
に
皇
位
継
承
時
点
と
な
っ
た
譲
位
に
つ
い
て
、
儀
式
書
の
譲
位
儀
を
要
約
し
て
お
く
。
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前
日
ま
で
：
ω
天
皇
移
御
（
『
儀
式
』
に
の
み
見
え
る
）
　
　
②
固
関
・
警
固

　
　
当
日
　
　
：
㈹
天
皇
譲
位
宣
命
（
皇
太
子
・
群
臣
が
臨
席
）
　
ω
新
帝
は
暴
富
に
還
御
（
内
侍
は
神
璽
を
も
ち
追
従
）

　
　
　
　
　
　
　
㈲
少
納
言
等
、
鈴
印
等
を
持
ち
追
従

　
こ
の
譲
位
儀
で
は
、
宣
命
自
制
の
前
後
で
皇
太
子
か
ら
「
今
上
（
新
帝
）
」
へ
名
称
が
変
わ
る
た
め
、
『
紀
略
』
淳
和
紀
と
同
様
、
こ
の
儀
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

中
に
皇
位
継
承
時
点
を
設
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
次
の
『
西
宮
記
』
（
天
皇
望
事
）
〔
以
下
、
崩
御
儀
と
称
す
る
〕
に
お
い
て
も
、

天
皇
崩
御
後
、
皇
太
子
は
「
新
主
・
新
帝
」
と
称
さ
れ
て
お
り
、
崩
御
の
日
に
皇
位
継
承
時
点
を
設
定
し
て
い
る
。

　
　
詔
書
事
、
難
着
崩
如
必
在
有
赦
令
、
大
臣
已
下
行
事
、
上
卿
奉
勅
停
音
奏
、
大
祓
了
平
調
時
、
上
卿
溝
型
仰
外
記
、
警
固
固
関
、
吉
時
大
臣
以
下
就
大
行
皇
帝
御
所
、

　
　
請
神
璽
等
奉
新
主
、
少
将
持
之
、
以
節
刀
奥
印
奉
新
帝
、
新
帝
御
別
所
之
儀
也
、
少
納
書
中
務
輔
已
下
相
器
、
（
以
下
略
）

　
以
下
、
こ
れ
ら
の
儀
式
次
第
の
成
立
過
程
を
分
析
し
、
皇
位
継
承
時
点
と
「
即
位
」
の
語
の
意
味
が
変
化
し
た
時
期
を
確
認
す
る
〔
前
掲

【
表
2
】
参
照
〕
。

　
ま
ず
譲
位
儀
に
つ
い
て
、
八
世
紀
（
桓
武
朝
以
前
）
に
は
譲
位
が
未
確
立
で
、
光
仁
譲
位
時
に
も
特
定
の
儀
礼
が
想
定
し
難
い
こ
と
は
す
で

に
述
べ
た
。
～
方
、
井
上
光
貞
氏
は
、
貞
観
年
間
成
立
の
繭
儀
式
』
と
内
容
が
符
合
す
る
直
後
の
清
和
譲
位
記
事
が
、
最
初
の
実
施
例
で
あ
る

と
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
記
事
の
最
後
に
は
「
如
常
理
」
と
見
え
、
こ
れ
以
前
の
例
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
し
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

っ
て
、
譲
位
儀
の
原
型
は
、
こ
の
間
の
淳
和
・
嵯
峨
・
平
城
の
譲
位
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
が
『
儀
式
』
ま
で
に
整
備
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
次
に
崩
御
の
場
合
、
即
日
に
神
璽
奉
上
を
行
う
の
は
、
桓
武
の
崩
御
時
が
初
見
で
あ
る
。
ま
た
、
崩
御
儀
や
仁
明
・
文
徳
の
崩
御
時
に
は
、

群
臣
が
神
璽
・
鈴
群
山
を
皇
太
子
に
奉
上
す
る
。
し
か
し
、
譲
位
時
に
は
新
帝
に
内
侍
・
少
納
言
ら
が
追
従
し
て
神
璽
・
鈴
印
渡
御
を
行
い
、

崩
御
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
崩
御
時
の
群
臣
に
よ
る
奉
上
は
、
先
帝
か
ら
新
帝
に
神
璽
・
鈴
印
を
直
接
譲
り
渡
す
譲
位

の
場
合
と
は
、
別
の
意
昧
を
持
つ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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即位の変容と律令天皇制（加藤）

【表3・立太子の時期】

光仁譲位・桓武即位一早良親王（光仁の皇子）立太子一大極殿儀礼

橿武崩御一平城即位一神野親王（桓武の皇子・のちの嵯峨）立太子

平城譲位一嵯峨三位一高丘親王（平城の皇子・のち廃太子）立太子

嵯峨譲位一正良親王（嵯峨皇子・のちの仁明）立太子一淳和即位

高和譲位一恒良親王（淳覇皇子・のち廃太子）立太子一仁明灘位

仁明崩御一文徳即位〔惟仁親王（のちの清和）立太子は嘉祥3年11月戊戌条〕

文徳崩御一清和即位〔貞明親王（のちの陽成）立太子は貞観1工年2月己丑朔望〕

清和譲位一陽成即位〔窪位中に立太子なし〕

　
群
臣
が
神
璽
（
神
器
）
を
王
位
継
承
候
補
者
に
渡
し
て
大
王
に
推
戴
す
る
儀
は
大
化
前
代
の
遺
制

　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
あ
る
が
、
皇
極
譲
位
以
降
は
群
臣
の
介
入
が
な
く
な
り
、
皇
位
継
承
は
王
権
の
主
導
で
行
わ
れ
る
。

さ
ら
に
八
世
紀
に
は
、
文
武
・
称
徳
の
崩
御
を
除
き
、
譲
位
に
よ
る
皇
位
継
承
が
行
わ
れ
、
文
武
の

崩
御
時
も
元
明
自
身
が
難
境
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
鈴
印
は
、
天
皇
が
保
管
権
を
持
ち
、
少
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

言
・
主
鈴
の
み
が
墨
染
・
出
納
を
行
う
状
態
が
九
世
紀
ま
で
厳
守
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ

れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
群
臣
が
奉
上
の
形
で
、
再
び
皇
位
継
承
と
神
璽
・
鈴
印
に
関
与
し
得
た
の
は
、

称
徳
が
崩
御
し
て
空
位
と
な
り
、
群
臣
が
「
定
策
禁
中
。
立
諌
（
白
壁
王
）
為
皇
太
子
。
」
と
し
た
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

め
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
称
徳
崩
御
時
こ
そ
、
神
璽
・
鈴
印
奉
上
の
端
緒
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
称
徳
崩
御
は
、
実
際
に
は
記
事
が
見
え
る
宝
亀
元
（
七
七
〇
）
年
八
月
戦
士
条
以
前
で
、

数
日
間
崩
御
を
秘
し
て
存
命
し
て
い
る
よ
う
に
見
せ
て
い
た
こ
と
は
、
土
井
郁
磨
氏
が
指
摘
し
て
い

⑳る
。
し
た
が
っ
て
、
天
皇
崩
御
時
に
「
難
已
崩
如
必
在
」
、
群
臣
が
新
帝
へ
の
神
璽
・
鈴
印
奉
上
を

行
う
崩
御
儀
の
次
第
は
、
神
璽
・
鈴
印
や
固
関
な
ど
に
つ
い
て
称
徳
の
崩
御
時
ま
で
遡
及
で
き
、
こ

れ
が
の
ち
に
、
神
璽
・
鈴
印
渡
御
儀
礼
が
成
立
す
る
契
機
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
皇
太
子
白
壁
王
は
、
即
位
の
日
ま
で
は
令
旨
を
使
用
す
る
。
ま
た
、
『
続
紀
』
が
完
成

し
た
桓
武
朝
に
お
い
て
も
、
「
即
位
」
の
語
が
皇
位
継
承
時
点
を
示
す
原
則
に
変
化
は
な
い
。
で
は
、

皇
位
継
承
時
点
が
変
更
さ
れ
た
の
は
い
つ
か
。
【
表
3
】
に
よ
る
と
、
立
太
子
は
、
従
来
は
即
位
後

に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
嵯
峨
譲
位
時
か
ら
薪
帝
即
位
以
前
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
嵯
峨
譲
位
時
か
ら
、
皇
位
継
承
時
点
は
即
位
以
前
の
先
帝
譲
位
時
に
設
定
さ
れ
た
と
推
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測
で
き
る
。

14 （178）

　
本
章
を
ま
と
め
る
と
、
『
紀
嚇
編
纂
時
ま
で
に
、
あ
る
瞬
間
を
皇
位
継
承
時
点
と
し
て
意
識
し
、
こ
れ
を
「
即
位
」
の
語
で
示
す
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
『
続
紀
』
が
完
成
し
た
桓
武
朝
ま
で
継
続
す
る
。

　
一
方
、
政
権
が
不
安
定
と
な
る
空
位
は
、
持
統
朝
以
前
に
は
現
実
問
題
と
し
て
存
在
し
た
も
の
の
、
業
事
な
ど
の
君
主
権
代
行
や
、
空
位
期

間
の
短
縮
に
よ
り
、
圓
避
の
努
力
が
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
八
世
紀
に
は
、
譲
位
に
よ
る
皇
位
継
承
が
～
般
的
と
な
り
、
天
皇
は
新
帝
の
即

位
ま
で
大
権
を
行
使
し
て
実
質
的
な
空
位
を
生
じ
さ
せ
ず
、
空
位
は
徹
底
的
に
回
避
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
姿
勢
が
、
同
時
期
に
編
纂

さ
れ
た
『
紀
』
の
記
述
に
も
反
映
し
、
空
位
に
否
定
的
な
記
述
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

．
ま
た
、
八
世
紀
（
桓
六
朝
以
前
）
に
は
、
譲
位
の
日
時
を
特
定
す
る
行
為
・
儀
礼
が
未
確
立
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
八
世
紀
末
、
称
徳
崩
御

時
の
群
臣
に
よ
る
奉
上
を
契
機
と
し
て
、
神
璽
・
鈴
印
渡
御
儀
礼
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
九
世
紀
の
嵯
峨
の
譲
位
ご
ろ
ま
で
に
は
、
こ
れ

を
含
む
崩
御
儀
・
譲
位
儀
の
原
型
が
成
立
し
た
。
加
え
て
、
嵯
峨
の
譲
位
時
に
は
、
皇
位
継
承
時
点
が
即
位
以
前
、
す
な
わ
ち
先
帝
の
崩
御
・

譲
位
の
日
に
設
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
即
位
」
の
語
と
空
位
の
意
味
は
、
『
続
紀
』
（
八
世
紀
）
以
前
と

『
後
紀
』
（
九
世
紀
）
以
降
と
で
は
、
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。

①
『
日
本
史
大
事
典
無
（
平
凡
社
）
「
践
酢
」
「
即
位
」
、
隅
平
安
暗
代
史
事
典
轍
（
角

　
川
書
店
）
「
践
乖
」
（
以
上
す
べ
て
橋
本
義
彦
氏
執
筆
）
、
同
「
即
位
扁
（
藤
木
邦
彦

　
氏
執
筆
）
、
『
国
史
大
辞
典
撫
「
践
酢
」
門
即
位
」
（
と
も
に
後
藤
四
郎
氏
執
筆
）
、

　
噸
日
本
史
辞
典
』
（
岩
波
書
店
）
な
ど
。

②
佐
味
親
王
麗
伝
〔
『
紀
懸
隔
（
『
後
鞘
魅
は
葉
巻
）
天
長
二
（
八
二
五
）
年
閏
七

　
月
丁
亥
条
〕
に
見
え
る
門
天
皇
践
酢
百
日
」
の
記
事
は
、
『
至
幸
天
皇
御
即
位

　
記
蝕
の
即
位
当
日
〔
弘
仁
十
四
（
八
二
三
）
年
四
月
廿
七
目
辛
亥
〕
に
同
内
容
を

　
確
認
で
き
、
『
紀
略
馳
も
こ
の
日
を
「
即
位
扁
と
記
す
。
ま
た
、
仲
野
親
王
麗
伝

　
〔
『
三
代
野
駈
貞
観
九
（
八
六
七
）
年
正
月
十
七
日
戊
午
条
〕
に
は
、
そ
の
女
の

　
班
子
女
王
（
宇
多
母
）
に
つ
い
て
「
天
皇
践
酢
之
日
。
尊
為
皇
大
夫
人
。
」
と
見

　
え
、
宇
多
即
位
当
日
の
記
事
無
紀
略
匝
仁
和
三
（
八
八
七
）
年
十
一
月
十
七
日

　
丙
戌
条
〕
に
同
内
容
を
確
認
で
き
る
。

③
雄
略
即
位
前
紀
「
天
皇
命
有
司
設
壇
於
泊
瀬
朝
倉
。
即
天
皇
位
。
遂
定
宮
焉
。
」
、

　
清
寧
元
年
正
月
壬
子
条
「
命
有
司
設
壇
場
於
磐
余
海
栗
。
渉
天
皇
位
。
遂
定
宮

　
焉
。
扁
、
武
烈
即
位
前
紀
「
太
子
命
有
司
設
壇
場
於
泊
旧
基
城
。
防
天
皇
位
。
遂
定

　
都
焉
。
」
、
孝
徳
即
位
訓
言
紀
（
皇
極
）
　
四
年
ゐ
ハ
月
山
庚
戌
条
「
升
壇
即
酢
」
、
　
｝
穴
武
二



即位の変容と律令天皇制（加藤）

　
年
二
月
癸
未
条
「
天
皇
命
有
司
華
壇
場
。
即
帝
位
於
飛
鳥
浄
御
原
宮
。
」

　
和
罰
葦
氏
は
、
こ
の
壇
が
神
祭
の
壇
で
、
登
壇
は
神
の
降
臨
に
よ
り
塑
性
を
身
に

　
付
与
し
た
も
の
と
指
摘
し
、
こ
の
壇
を
踏
襲
し
た
の
が
タ
カ
ミ
ク
ラ
で
、
藤
原
宮

　
で
の
大
極
殿
成
立
に
伴
い
、
タ
カ
ミ
ク
ラ
も
成
立
し
た
と
主
張
す
る
。
へ
方
、
吉

　
江
崇
氏
は
、
近
年
の
発
掘
成
果
を
も
と
に
、
大
極
殿
と
高
御
座
の
成
立
は
浄
御
原

　
宮
に
お
い
て
と
主
張
す
る
が
、
高
御
座
が
壇
を
踏
襲
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
権
威

　
を
表
現
す
る
と
い
う
点
で
は
、
和
田
氏
の
説
を
支
持
し
て
い
る
〔
「
律
令
天
皇
制

　
儀
礼
の
基
礎
的
構
造
土
尚
御
座
に
関
す
る
考
察
か
ら
一
」
（
明
史
学
雑
誌
歴
一

　
＝
一
i
三
・
二
〇
〇
三
年
目
〕
。

④
門
紀
隔
を
参
考
に
、
持
統
の
即
位
で
も
登
壇
が
行
わ
れ
た
と
す
る
見
解
の
中
に

　
は
、
こ
の
「
皇
后
即
天
皇
位
」
を
登
壇
行
為
そ
の
も
の
と
見
な
し
、
神
璽
奉
上
後

　
も
「
皇
后
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
登
壇
が
即
位
の
主
要
素
で
あ
る
と
い
う

　
主
張
が
存
在
す
る
。
〔
井
上
光
貞
。
溝
口
睦
子
「
神
祇
令
と
即
位
儀
礼
」
（
『
古
代

　
王
権
と
祭
儀
駄
一
九
九
〇
年
・
吉
規
弘
文
館
）
。
藤
森
健
太
郎
「
八
世
紀
ま
で
の

　
即
位
儀
礼
と
朝
賀
儀
礼
」
。
高
森
明
勅
「
神
器
梱
承
と
昇
壇
即
位
一
古
代
皇
位

　
継
承
儀
礼
に
お
け
る
連
続
性
と
非
連
続
性
一
」
（
『
神
道
宗
教
匝
一
五
五
・
一
九

　
九
四
年
）
〕

　
　
し
か
し
、
持
統
紀
で
は
、
登
壇
が
ど
の
隠
点
で
行
わ
れ
た
か
明
解
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
登
壇
と
神
璽
奉
上
と
の
関
係
も
、
ω
皇
后
に
神
璽
を
奉
上
し
た
後
、
皇
后

　
が
門
即
天
皇
位
」
（
薩
登
壇
）
、
ω
皇
后
に
神
璽
を
奉
上
し
た
こ
と
で
、
皇
盾
は

　
「
即
天
皇
位
」
（
登
壇
は
事
前
に
済
ん
で
い
る
か
）
、
の
二
通
り
の
解
釈
が
あ
り
え

　
る
以
上
、
こ
の
「
即
天
皇
田
偏
が
登
壇
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

　
　
な
お
、
吉
江
氏
は
、
儀
式
轡
に
み
え
る
大
嘗
祭
豊
明
節
会
の
諄
詞
奉
上
や
娼
槽
云

　
国
造
神
賀
詞
儀
を
参
考
に
、
天
皇
が
高
御
座
（
壇
）
に
座
し
た
状
態
で
、
薄
詞
奏

　
上
・
神
璽
奉
上
が
行
わ
れ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
り
、
②
の

　
解
釈
を
裏
付
け
る
指
摘
で
あ
る
。
〔
吉
江
氏
、
前
掲
③
論
文
〕

⑤
「
称
制
」
の
語
は
四
紀
』
の
持
統
即
位
前
紀
と
天
智
即
位
前
紀
に
の
み
見
え
る

　
が
、
小
林
敏
男
氏
は
長
期
の
天
皇
不
在
を
闘
題
冒
し
た
編
者
が
こ
の
異
常
事
態
説

　
明
の
た
め
に
門
称
岬
町
概
念
を
採
用
し
た
と
す
る
。
「
称
制
密
議
（
『
古
代
女
帝
の

　
蒔
代
㎞
一
九
八
七
年
・
校
倉
書
房
・
一
九
八
二
年
初
出
）

⑥
神
功
紀
摂
些
7
5
年
是
年
県
門
尾
年
也
。
太
歳
辛
巳
。
則
為
摂
政
元
年
。
」
、
顕
宗

　
即
位
前
紀
（
清
算
）
五
年
正
月
是
月
華
「
皇
太
子
億
計
王
與
天
皇
譲
位
。
久
而
不

　
庭
。
由
是
。
天
皇
姉
飯
豊
青
皇
女
於
忍
海
角
刺
宮
臨
李
下
政
。
」
、
天
智
称
制
前
紀

　
（
自
明
）
七
年
七
月
丁
轟
然
策
斉
明
）
崩
。
皇
太
子
素
服
専
制
。
」
、
天
武
紀
朱

　
鳥
元
年
七
月
上
三
条
「
勅
書
。
天
下
歳
事
。
不
問
大
小
。
悉
啓
子
皇
后
及
皇
太

　
子
。
」
、
持
統
称
制
前
紀
朱
鳥
元
年
九
月
丙
午
条
「
（
天
武
）
崩
。
皇
后
臨
朝
称

　
制
。
」

⑦
允
恭
・
雄
略
・
清
寧
・
仁
賢
・
継
体
・
安
閑
・
用
明
・
皇
極
・
天
武
の
即
位
が

　
こ
れ
に
該
当
す
る
。
な
お
井
上
氏
は
、
令
以
前
の
本
来
の
順
番
は
、
（
先
帝
崩
御

　
蓄
残
↓
葬
↓
新
帝
即
位
↓
遷
宮
）
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

⑧
『
紀
』
に
よ
れ
ば
、
先
帝
崩
御
か
ら
仁
徳
・
允
恭
の
即
位
ま
で
に
は
、
各
々
二

　
年
以
上
の
空
位
期
間
が
あ
る
。
ま
た
、
両
即
位
前
賢
と
同
内
容
の
記
載
が
申
国
史

　
書
に
見
え
る
こ
と
は
、
す
で
に
明
書
紀
集
解
諭
が
指
摘
し
て
い
る
。
以
下
、
そ
の

　
部
分
を
挙
げ
て
お
く
。
『
後
漢
書
輪
光
武
帝
紀
・
建
武
発
年
四
月
粂
門
臣
聞
。
帝

　
王
不
可
避
久
畷
。
天
命
不
可
男
爵
拒
。
」
、
隅
三
国
志
』
絵
書
文
帝
紀
・
延
康
元
年

　
十
月
丙
午
条
註
・
献
帝
傳
「
且
四
海
不
可
以
一
日
蹟
主
、
萬
機
不
可
以
斯
須
無

　
統
。
」

⑨
『
続
紀
臨
の
編
纂
時
期
が
各
部
分
で
異
な
る
こ
と
は
す
で
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
筆
者
は
、
『
続
紀
臨
が
、
最
終
的
に
は
橿
武
朝
に
修
訂
さ
れ
、
一
つ
の

　
書
と
し
て
完
成
し
た
点
か
ら
、
用
語
法
な
ど
に
、
あ
る
程
度
の
統
一
的
要
素
を
見

　
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

⑩
　
和
田
葦
氏
は
、
即
位
宣
命
中
に
門
屋
天
津
日
嗣
高
御
座
之
業
」
の
表
現
が
見
え

　
る
こ
と
を
根
拠
に
、
文
武
の
即
位
も
、
大
極
殿
で
行
わ
れ
た
と
述
べ
る
。

⑪
　
高
森
難
論
氏
、
後
藤
四
郎
氏
は
、
文
武
の
即
位
記
事
に
つ
い
て
、
甲
子
朔
条
が
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神
璽
相
承
（
の
ち
の
神
璽
・
鈴
印
渡
御
）
、
中
沼
条
が
電
命
宣
布
（
大
極
殿
で
の

　
即
位
）
で
、
両
者
が
別
日
に
分
離
し
た
先
例
と
位
置
付
け
、
次
い
で
桓
武
の
即
位

　
時
か
ら
、
両
者
が
落
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
慣
例
に
な
っ
た
と
主
張
す
る
。
霞
国

　
史
書
辞
典
騙
「
践
酢
」
（
後
藤
氏
執
筆
）
、
高
森
氏
甫
掲
④
論
文
〕

　
　
し
か
し
、
『
軍
紀
』
の
元
明
以
下
と
同
様
に
門
郎
位
」
の
語
で
示
さ
れ
る
甲
子

　
朔
条
で
は
な
く
、
庚
辰
条
を
大
極
殿
で
の
即
位
と
覇
断
ず
る
理
由
が
定
か
で
は
な

　
い
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
桓
武
の
即
位
を
新
儀
礼
と
見
な
す
見
解
に
は
疑

　
問
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
氏
の
主
張
に
は
従
え
な
い
。

⑫
柳
沼
千
枝
氏
。
藤
森
健
太
郎
氏
・
高
森
学
士
氏
〔
と
も
に
前
掲
④
論
文
〕
ら
は
、

　
桓
武
の
即
位
〔
辛
卯
月
〕
は
の
ち
の
神
璽
・
鈴
印
渡
御
儀
礼
に
相
当
す
る
新
儀
礼

　
と
主
張
す
る
。

⑬
光
仁
譲
位
・
桓
武
即
位
の
二
日
前
、
天
応
元
（
七
八
一
）
年
四
月
己
丑
朔
条
に

　
は
光
仁
不
豫
に
よ
る
固
関
が
見
え
、
譲
位
後
の
同
年
十
二
月
に
光
仁
は
崩
御
し
て

　
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

⑭
桓
武
即
位
の
辛
卯
条
に
は
光
仁
の
譲
位
宣
命
が
記
載
さ
れ
、
手
振
条
に
は
立
太

　
子
の
宣
命
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
即
位
宣
命
作
成
の
遅
れ
な
ど
は
延
期
の
理
由
と

　
し
て
考
え
に
く
い
。
な
お
、
『
儀
式
』
（
天
皇
即
位
儀
）
に
は
「
前
十
日
、
大
臣
預

　
鮎
殿
上
倦
従
差
入
。
少
納
言
二
人
。
」
と
見
え
る
た
め
、
桓
武
の
大
極
殿
儀
礼
が

　
十
二
日
間
遅
れ
た
の
は
、
こ
の
準
備
期
間
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑮
『
大
日
本
古
文
書
臨
「
孝
謙
天
皇
詔
勅
草
」
（
四
一
二
八
五
）
に
「
内
召
五
位
巴

　
上
宣
命
」
と
見
え
る
。

⑯
・
聖
武
の
譲
位
宣
命
に
は
、
「
又
天
皇
御
命
良
末
止
勅
命
厚
手
聞
食
宣
。
扁
と
孝
謙
の

　
即
位
宣
命
が
続
く
。

⑰
こ
れ
が
門
続
紀
㎞
の
追
記
で
な
い
こ
と
は
、
平
田
寺
文
言
「
必
罰
天
皇
施
入
勅

　
願
文
」
〔
『
大
日
本
古
文
書
』
（
三
一
二
四
〇
）
天
平
感
宝
元
（
七
四
九
）
年
閏
五

　
月
廿
日
付
〕
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
扶
桑
略
記
臨
天
平
廿
一
（
七
四

　
九
）
年
正
月
十
四
日
条
に
「
於
平
城
中
鵠
宮
。
請
大
僧
正
行
基
為
其
戒
師
。
太
上

　
天
皇
受
謹
戒
。
名
勝
満
。
中
宮
受
戒
。
名
徳
太
。
皇
后
受
戒
。
名
萬
福
。
」
と
見

　
え
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

⑱
本
居
宣
長
は
、
閏
五
月
癸
丑
条
以
前
の
譲
位
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
轟
績
紀

　
歴
朝
詔
詞
解
瞼
三
巻
・
第
十
四
詔
〕
。
ま
た
、
角
田
文
衛
氏
は
、
閏
五
月
癸
卯
条

　
の
詔
で
、
謙
遜
し
て
自
ら
失
政
と
称
し
、
大
赦
を
行
う
点
が
歴
代
の
譲
位
例
と
共

　
通
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
に
聖
武
が
譲
位
し
、
す
で
に
太
上
天
皇
で
あ
っ
た
と

　
指
摘
す
る
〔
「
天
平
感
宝
元
年
聖
武
天
皇
勅
書
考
証
」
（
噌
角
田
文
衛
著
作
集
第
三

　
巻
　
律
令
国
家
の
展
開
』
一
九
八
五
年
・
法
蔵
館
、
一
九
三
九
年
初
出
）
〕
。
さ
ら

　
に
、
福
山
敏
男
氏
は
、
「
す
で
に
実
質
的
に
は
皇
太
子
に
譲
位
さ
れ
て
い
た
。
」

　
鱗
薬
師
寺
』
～
九
五
八
年
・
東
京
大
学
出
版
会
〕
、
中
川
収
氏
は
、
閏
五
月
廿
日

　
時
点
で
聖
武
は
政
務
か
ら
離
れ
、
「
実
質
的
に
天
皇
を
欠
く
状
態
に
あ
っ
た
。
」

　
〔
「
聖
武
天
皇
の
譲
位
偏
（
例
奈
良
朝
政
治
史
の
研
究
㎞
一
九
九
一
年
・
高
科
書

　
店
・
一
九
八
三
年
初
出
）
〕
と
述
べ
る
。
一
方
、
岸
俊
男
氏
は
、
出
家
受
戒
し
た

　
身
で
天
皇
と
し
て
政
を
と
る
こ
と
は
あ
り
う
べ
き
で
は
な
い
と
の
聖
武
の
考
え
か

　
ら
太
上
天
皇
を
称
し
、
薬
師
寺
宮
へ
の
遷
御
と
、
孝
謙
へ
の
譲
位
を
導
き
出
し
た

　
と
し
て
、
こ
の
一
ヶ
月
余
の
聖
武
の
状
態
を
「
名
目
的
に
は
天
皇
の
地
位
に
あ
っ

　
た
」
と
理
解
す
る
〔
「
天
皇
と
出
家
」
（
『
日
本
の
古
代
7
瞼
一
九
八
六
年
・
中
央

　
公
論
社
）
〕
。
ま
た
、
濁
浪
貞
子
氏
は
、
聖
武
譲
位
が
閏
五
月
で
あ
る
と
す
る
と

　
「
一
ヶ
月
半
の
空
位
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
、
事
実
と
し
て
は
あ
り
え
な
い
。
」

　
と
述
べ
、
譲
位
は
孝
謙
即
位
の
日
で
、
施
入
事
願
文
の
門
太
上
天
皇
扁
は
聖
武
の

　
譲
位
へ
の
意
志
・
願
望
と
解
釈
す
る
霜
最
後
の
女
帝
　
孝
下
天
竪
臼
（
一
九
九
八

　
年
・
吉
州
弘
文
館
）
〕
。

⑲
聖
武
・
光
仁
以
外
は
、
『
続
紀
』
に
「
天
皇
禅
位
於
皇
太
子
」
な
ど
の
譲
位
記

　
事
が
見
え
る
。

⑳
孝
謙
即
位
前
の
～
ヶ
月
余
、
哩
続
紀
臨
に
政
務
記
事
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、

　
　
剛
類
聚
三
代
格
』
（
巻
二
）
に
は
、
得
度
に
関
す
る
太
政
官
符
〔
天
平
勝
宝
元

　
（
七
四
九
）
年
六
月
廿
六
日
付
〕
が
見
え
、
網
主
奮
黒
山
太
政
官
式
・
内
外
印
条
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に
よ
れ
ば
、
内
印
捺
印
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
捺
印
は
、
公
式
令
受
事
条
の
「
太

　
政
官
施
行
詔
勅
。
案
成
以
後
頒
思
者
。
（
中
略
）
惣
不
鉱
害
三
日
。
」
に
よ
る
と
、

　
孝
謙
即
位
前
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
令
制
下
の
皇
太
子
に
は
内

　
印
宝
印
の
裁
可
権
（
運
用
権
）
が
な
い
た
め
（
第
二
章
の
【
を
参
照
）
、
附
倍
内

　
親
王
（
孝
謙
）
で
は
な
く
、
塗
武
が
裁
可
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑳
　
拙
稿
「
鈴
印
の
保
管
・
運
用
と
皇
権
」
（
『
史
林
』
八
四
一
六
・
二
〇
〇
～
年
）

㊧
　
元
明
譲
位
と
元
正
即
位
の
前
日
〔
霊
亀
元
（
七
一
五
）
年
九
月
掛
中
篇
条
〕
付

　
で
、
皇
親
・
官
人
の
服
制
を
定
め
る
詔
が
見
え
る
こ
と
も
こ
の
　
例
と
言
え
る
。

⑳
　
　
魍
儀
式
臨
天
皇
即
位
儀
。
『
西
宮
記
㎞
御
即
位
。
『
北
山
抄
』
即
位
事
。
噸
江
家

　
次
第
隔
御
即
位
。
以
下
は
、
こ
の
次
第
の
要
約
で
あ
る
。

　
　
　
ω
天
皇
は
冤
服
を
着
て
大
極
殿
の
高
座
に
御
す
（
こ
の
蒔
、
御
帳
は
下
が
っ

　
　
　
て
い
る
）
　
㈲
内
侍
二
人
は
神
璽
（
下
獄
）
を
も
っ
て
左
右
に
侍
す
　
㈹
命

　
　
　
婦
が
御
帳
を
襲
け
、
天
皇
は
初
め
て
見
ゆ
　
働
宣
命
使
が
即
位
宣
命
を
宣
制

　
　
　
し
、
百
官
は
再
拝
す
る
　
樹
叙
位
　
㈲
天
皇
還
御
　
ω
百
官
退
出

　
　
な
お
、
側
で
内
侍
が
神
璽
を
も
っ
て
侍
す
こ
と
は
、
天
皇
の
紫
疲
殿
出
御
や
大

　
極
殿
行
幸
の
儀
式
次
第
（
例
え
ば
糊
西
宮
記
撫
朝
拝
、
節
会
）
に
も
見
え
、
神
璽

　
奉
上
や
神
璽
・
鈴
印
渡
御
儀
礼
と
は
無
関
係
。

⑳
　
楊
永
良
氏
は
、
平
安
時
代
の
即
位
儀
が
即
位
儀
礼
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
即
位

　
の
後
に
行
わ
れ
た
朝
賀
儀
に
あ
た
る
と
指
摘
す
る
。
〔
「
「
天
皇
即
位
儀
」
と
朝
賀

　
儀
一
（
明
明
治
大
学
大
学
院
紀
要
』
二
一
一
一
乙
九
八
三
年
）
）
ま
た
、
藤
森
健

　
太
郎
氏
は
、
こ
の
即
位
儀
に
は
天
皇
に
な
る
軍
監
（
皇
位
継
承
時
点
）
が
見
出
せ

　
な
い
と
す
る
。
〔
「
平
安
期
即
位
儀
礼
の
論
理
と
特
質
」
（
【
九
九
四
年
初
出
）
〕

⑳
　
　
『
儀
式
撫
譲
国
儀
、
璽
西
宮
記
臨
天
皇
譲
位
事
、
『
北
山
抄
扁
譲
位
事
、
『
江
家

　
次
第
駄
譲
位

⑳
土
井
郁
磨
「
「
譲
位
儀
扁
の
成
立
」
（
「
は
じ
め
に
」
注
⑤
に
前
掲
）

⑳
　
平
城
譲
位
時
に
は
、
天
皇
遷
御
・
譲
位
宣
命
・
神
璽
渡
御
・
新
帝
上
表
が
見
え
、

　
嵯
峨
譲
位
時
に
は
、
さ
ら
に
固
関
と
新
帝
拝
舞
も
見
え
て
、
譲
位
儀
の
諸
項
目
と

　
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
〔
土
井
郁
磨
「
「
譲
位
儀
」
の
成
立
」
（
前
掲
）
〕
。
な
お
、
柳
沼

　
千
枝
氏
は
、
皇
太
弟
（
嵯
峨
）
が
皇
位
の
辞
退
を
神
璽
返
還
に
よ
り
表
明
す
る
こ

　
と
か
ら
、
平
城
譲
位
蒔
に
神
璽
渡
御
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

⑳
）
　
剛
紀
臨
二
輪
紀
元
年
十
二
月
条
。
顕
宗
即
位
前
群
（
清
寧
）
五
年
十
二
月
条
。

　
継
体
紀
元
年
二
月
甲
午
条
。
転
化
即
位
前
節
（
安
閑
）
二
年
十
二
月
条
。
推
古
即

　
位
三
間
。
野
明
紀
元
年
正
月
丙
午
条
。

⑳
　
吉
村
武
彦
「
古
代
の
王
位
継
承
と
群
臣
」
（
噸
日
本
古
代
の
社
会
と
国
家
』
一
九

　
九
六
年
・
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
初
出
）
以
下
、
吉
村
氏
の
葉
蘭
は
す
べ
て
こ

　
の
論
文
に
よ
る
。

⑳
　
前
掲
⑳
拙
稿
。
職
員
令
太
政
官
粂
、
二
戸
省
思
。
『
続
紀
』
天
平
十
六
（
七
四

　
四
）
年
一
署
月
乙
未
…
朔
条
・
天
並
四
宝
字
八
（
七
六
四
）
年
九
月
乙
巴
条
。
　
附
類
聚
鮨
付

　
宣
抄
輪
（
第
六
・
少
納
言
代
）
貞
観
六
（
八
六
四
）
年
六
月
四
日
宣
。

⑳
　
柳
沼
千
枝
氏
は
、
自
壁
王
が
神
璽
を
継
承
せ
ず
、
鈴
印
の
み
を
継
承
す
る
「
プ

　
レ
践
詐
扁
を
行
っ
た
と
主
張
す
る
。
氏
は
そ
の
根
拠
と
し
て
、
安
殿
親
王
（
平

　
城
）
が
、
桓
武
崩
御
後
に
神
璽
・
慢
言
を
と
も
に
継
承
し
て
、
大
極
殿
で
の
即
位

　
以
前
に
天
皇
に
な
っ
た
と
し
、
白
壁
王
と
の
違
い
を
指
摘
す
る
。
こ
の
点
を
検
証

　
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
八

　
　
安
殿
親
王
は
、
即
位
〔
大
同
元
年
五
月
辛
巳
条
〕
以
前
、
極
帯
は
皇
太
子
を
称

　
す
る
が
、
以
下
の
四
条
で
は
「
勅
・
上
表
・
陛
下
」
な
ど
呼
称
等
の
変
化
が
見
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四

　
れ
る
。
〔
（
　
）
内
は
主
な
呼
称
。
な
お
、
四
月
丁
未
条
の
「
勅
」
は
後
日
の
記

　
事
か
、
『
後
紀
』
の
補
訂
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
除
外
す
る
。
〕

　
　
　
　
　
　
　
十
三

　
　
【
1
：
四
月
丙
午
条
】
（
上
灘
・
皇
太
子
殿
下
）
「
伏
乞
殿
下
。
…
昇
蟹
位
。
」

　
　
　
　
　
　
　
十
八

　
　
門
H
：
四
月
辛
亥
条
】
（
重
書
上
啓
・
殿
下
）
「
伏
繍
改
令
称
勅
。
使
易
施
行
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
）
「
未
忍
即
称
帝
號
。
」

　
　
【
皿
；
五
月
甲
子
巨
神
】
（
上
表
・
陛
下
）
「
伏
願
陛
下
。
：
・
許
捨
親
王
之
號
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
鳥
屋
不
許
」

　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
　
【
W
：
五
月
庚
必
需
】
（
上
表
・
陛
下
）
「
伏
願
陛
下
。
…
負
屡
臨
朝
。
」
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（
勅
）
「
因
依
来
請
。
…
然
後
釈
服
。
偏

　
ま
ず
、
工
と
W
は
明
ら
か
に
即
位
勧
請
で
あ
る
。
韮
に
つ
い
て
、
柳
沼
氏
は
、

『
礼
言
為
や
「
余
呉
子
偏
の
語
（
『
礼
記
愚
で
群
議
後
、
先
帝
の
喪
が
明
け
る
前

の
謙
遜
の
天
子
自
称
「
予
小
子
」
と
同
一
）
を
根
拠
に
、
こ
の
段
階
の
安
殿
親
王

が
す
で
に
天
皇
で
、
喪
中
の
た
め
名
密
上
皇
太
子
を
称
し
て
い
る
と
解
し
、
H
は

即
位
勧
請
で
は
な
く
、
帝
号
を
称
し
て
勅
を
発
給
す
る
こ
と
の
み
の
要
請
と
主
張

す
る
。

　
し
か
し
、
H
の
上
肉
と
報
を
対
比
す
れ
ば
、
勅
の
発
給
は
帝
号
を
称
す
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
で
、
こ
の
要
請
は
却
下
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
は
一
に
「
重

復
」
し
て
の
上
啓
で
、
1
と
同
様
に
即
位
勧
請
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
皿
は

す
で
に
勅
を
賢
い
て
い
る
も
の
の
、
帝
号
は
未
称
で
、
再
び
帝
号
に
つ
い
て
要
錆

が
繊
さ
れ
、
却
下
さ
れ
た
結
果
、
W
の
即
位
勧
請
と
な
る
の
で
あ
る
。
工
～
W
は
、

柳
沼
氏
の
よ
う
に
個
々
に
切
り
離
し
て
解
釈
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
と
も
に
即
位

　
勧
請
の
別
表
現
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
帝
号
を
称
し
、
勅
を
発

　
給
す
る
権
限
は
本
来
、
即
位
に
付
随
す
る
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
H
で
言
及
さ
れ

　
る
令
と
勅
の
差
は
、
即
位
前
後
の
権
限
・
立
場
の
差
を
示
す
と
言
え
よ
う
。
以
上

　
か
ら
、
即
位
前
の
安
殿
親
王
の
立
場
は
皇
太
子
で
、
勅
の
使
用
や
階
下
の
称
は
本

　
来
の
権
限
を
逸
脱
し
た
も
の
と
言
え
、
神
璽
継
承
に
よ
り
天
皇
位
が
確
定
し
た
と

　
す
る
柳
沼
氏
の
見
解
に
は
従
え
な
い
。

　
ま
た
、
称
徳
の
崩
御
後
、
選
宣
の
形
を
と
る
も
の
の
、
群
距
が
「
肉
畜
禁
中
」
し

　
て
皇
太
子
を
決
定
す
る
状
況
は
、
大
化
前
代
に
群
臣
が
神
璽
を
奉
上
し
て
大
王
を

　
推
戴
し
た
儀
と
の
関
達
を
想
起
さ
せ
る
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
は
、
称
徳
崩
御
時
、

　
白
壁
王
は
神
璽
も
継
承
し
た
可
能
性
が
大
き
い
と
考
え
る
。

⑳
　
土
井
氏
は
、
斎
日
ま
で
の
日
数
不
足
を
根
拠
と
し
て
挙
げ
る
。
「
並
立
儀
礼
に

　
つ
い
て
」
（
「
は
じ
め
に
偏
注
⑤
に
前
掲
）
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第
二
章
　
空
位
・
皇
位
継
承
時
点
の
意
義
と
そ
の
変
容

本
章
で
は
、
前
章
で
概
観
し
た
皇
位
継
承
の
変
容
を
指
標
と
し
、

べ
て
お
き
た
い
。

皇
太
子
・
太
上
天
皇
を
含
む
天
皇
権
力
の
構
造
と
そ
の
変
容
に
つ
い
て
述

一．

･
令
文
書
行
政
に
お
け
る
天
皇
権
力

ま
ず
、
天
皇
・
皇
太
子
・
太
上
天
皇
に
つ
い
て
、
令
制
下
で
の
職
権
・
権
能
を
ふ
ま
え
、
皇
位
継
承
儀
礼
に
お
け
る
皇
位
継
承
時
点
と
空
位

の
意
味
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
天
皇
の
権
能
に
つ
い
て
、
律
令
に
は
、
公
式
令
に
勅
命
と
そ
の
厳
正
な
履
行
の
規
定
が
あ
り
、
勅
裁
が
必
要
な
事
項
も
散
見
す
る
。
ま
た
、
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大
宝
令
か
ら
公
印
制
が
始
動
し
、
諸
国
に
下
す
公
文
に
は
内
印
の
捺
印
規
定
が
設
け
ら
れ
、
天
皇
が
こ
の
過
程
で
内
容
を
把
握
で
き
る
よ
う
に

　
　
　
　
②

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
公
式
令
で
は
帳
簿
で
あ
る
計
会
式
を
除
き
、
詔
書
以
下
す
べ
て
の
文
書
に
、
関
係
官
員
の
署
名
や
年
月
日
の
記
載
が
義

務
づ
け
ら
れ
、
公
式
令
受
事
条
で
は
潤
滑
な
文
書
伝
達
や
施
行
手
続
き
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
天
皇
は
、
こ
の
文
書
行
政
の
最
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

決
裁
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
行
幸
や
廃
朝
な
ど
の
場
合
を
除
き
、
毎
日
執
務
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
皇
の
不
在
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

文
書
行
政
の
停
滞
を
招
く
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、
皇
太
子
に
つ
い
て
、
井
上
光
貞
氏
は
、
令
制
以
前
の
皇
太
子
が
天
皇
大
権
を
代
行
し
た
の
に
対
し
、
忌
垣
以
後
、
皇
太
子
は
政
治
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

関
係
の
な
い
単
な
る
皇
嗣
に
な
っ
た
と
の
見
解
を
示
し
た
。
し
か
し
、
荒
木
敏
夫
氏
、
林
紀
昭
氏
、
坂
上
康
俊
氏
は
、
令
制
の
皇
太
子
も
皇
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

子
監
国
の
制
度
を
準
用
し
て
、
天
皇
・
太
上
天
皇
が
と
も
に
不
在
の
場
合
に
は
、
大
権
の
代
行
が
可
能
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
荒
木
氏
、
林
氏

の
論
拠
は
、
白
壁
王
・
安
殿
親
王
（
平
城
）
・
道
康
親
王
（
文
徳
）
ら
の
皇
太
子
臨
時
執
政
の
事
例
、
皇
太
子
監
国
の
規
定
、
公
式
令
車
駕
巡
幸

条
で
の
鈴
契
給
与
規
定
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
皇
太
子
臨
時
執
政
は
、
事
例
が
八
世
紀
末
の
白
壁
王
を
遡
ら
ず
、
令
制
本
来
の
規
定
か
否
か

は
疑
問
で
あ
る
。

　
皇
太
子
は
、
公
式
令
に
よ
れ
ば
、
詔
書
式
・
論
奏
式
・
奏
事
式
に
つ
い
て
一
切
の
代
行
権
限
を
持
た
な
い
が
、
勅
旨
式
と
便
算
式
に
つ
い
て

は
、
令
旨
・
啓
に
よ
る
代
行
が
可
能
で
あ
る
。
荒
木
氏
は
、
養
老
令
の
便
薬
嚢
に
「
請
進
鈴
印
」
の
項
目
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
監
国

時
の
皇
太
子
が
、
鈴
印
の
請
進
に
裁
可
で
き
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
点
を
、
以
下
の
養
老
令
文
か
ら
検
証
し
て
お
き
た
い
。
〔
本
読
の
復
原
案
に

拠
り
、
大
宝
令
の
確
定
箇
所
に
は
○
、
推
定
箇
所
に
は
△
を
付
し
た
。
〕

　
　
便
奏
式

　
　
太
政
官
奏

　
　
其
司
所
申
、
其
事
云
々
、
謹
奏

　
　
　
　
年
月
日
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む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
　
奉
勅
依
奏
、
若
不
依
奏
者
、
即
云
、
勅
処
分
云
々

　
　
　
　
少
納
言
位
姓
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
Q
　
o
　
o

　
　
右
請
進
鈴
印
。
及
賜
衣
服
塩
酒
菓
食
。
井
給
医
薬
。
如
此
小
事
之
類
。
並
為
便
奏
。
壷
口
奏
者

　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
並
准
此
例
。
奉
勅
後
。
注
奏
宮
位
姓
名
。
其
皇
太
子
監
寺
。
亦
准
此
式
。
以
潔
癖
代
啓
令
。

　
翌
翌
式
は
論
奏
・
塵
事
式
と
と
も
に
太
政
官
奏
の
一
種
で
、
他
羊
歯
が
大
納
言
の
奏
で
あ
る
の
に
対
し
、
五
五
号
は
少
納
雷
の
奏
で
あ
る
。

少
麹
蕎
の
職
掌
に
は
、
職
員
令
に
よ
る
と
「
奏
宣
小
事
」
「
請
土
鈴
印
傳
符
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
を
参
考
に
す
れ
ば
、
少
納
言
は
便
奏
式
に

よ
り
、
そ
の
職
掌
の
「
賜
衣
服
塩
酒
菓
食
。
井
給
医
薬
。
如
此
小
事
之
類
」
の
奏
宣
と
、
「
請
進
鈴
印
」
の
二
つ
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
「
請
進
五
畜
」
は
便
奏
式
の
形
で
奏
さ
れ
る
が
、
小
事
に
は
含
ま
れ
ず
、
皇
太
子
が
、
鈴
印
の
勇
進
に
も
裁
可
で
き
る
と
し
た
荒
木

氏
の
説
に
は
疑
問
が
残
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
一
方
、
内
印
捺
印
が
必
要
な
「
増
減
官
員
」
「
廃
置
郡
駅
」
な
ど
は
、
論
奏
式
の
事
項
と
符
合
す
る
た
め
、
監
国
営
の
皇
太
子
に
裁
可
権
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
な
い
。
さ
ら
に
、
公
式
令
車
駕
巡
幸
条
に
よ
る
と
、
天
皇
行
幸
時
、
留
守
宮
に
は
予
め
鈴
契
を
給
与
す
る
。
林
立
は
、
同
条
の
義
解
を
参
考

に
、
監
国
璽
の
皇
太
子
が
緊
急
時
の
兵
馬
差
上
権
限
を
有
し
た
た
め
に
、
鈴
契
が
給
与
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
鈴
契
は
、
監
四

時
の
皇
太
子
が
「
愛
子
鈴
印
」
の
裁
可
権
限
を
持
た
な
い
た
め
、
非
常
時
に
備
え
て
予
め
給
与
さ
れ
た
と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
令
制
の
皇
太
子
は
監
国
時
に
お
い
て
も
、
「
請
進
鈴
印
」
が
執
行
不
可
能
で
あ
っ
た
と
憂
え
る
。

　
以
上
か
ら
、
令
制
下
で
皇
太
子
は
、
皇
太
子
監
国
の
際
も
、
鈴
印
の
給
与
・
捺
印
に
関
す
る
裁
可
権
限
が
な
く
、
天
皇
大
権
の
代
行
権
限
を

持
た
な
か
っ
た
と
雷
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
皇
と
皇
太
子
の
権
限
差
は
明
瞭
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
太
上
天
皇
の
政
治
権
力
に
つ
い
て
は
、
令
添
上
に
規
定
が
な
く
、
令
制
富
司
へ
の
影
響
力
や
そ
の
根
拠
を
め
ぐ
り
、
評
価
が
必
ず
し

　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

も
～
定
で
は
な
い
。
し
か
し
筆
者
は
、
太
上
天
皇
が
、
天
皇
と
同
様
に
令
制
官
司
を
通
じ
て
大
権
を
行
使
し
得
る
と
考
え
る
。

　
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
皇
位
継
承
に
お
け
る
空
位
・
皇
位
継
承
時
点
の
意
味
も
判
明
す
る
。
律
令
制
下
で
は
、
天
皇
と
皇
太
子
の
権
限
差
が
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明
瞭
で
あ
っ
た
た
め
、
皇
位
継
承
時
点
は
、
皇
太
子
が
即
位
し
て
天
皇
大
権
の
発
動
が
可
能
に
な
る
重
要
な
転
機
と
し
て
明
示
さ
れ
る
必
要
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
天
皇
が
崩
御
し
て
空
位
と
な
っ
た
場
合
、
皇
太
子
に
は
天
皇
大
権
の
代
行
権
限
が
な
い
た
め
、
文
書
行
政
は
停
滞
す
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
八
世
紀
に
は
、
譲
位
と
即
位
が
同
日
で
あ
る
B
型
の
皇
位
継
承
が
行
わ
れ
、
天
皇
は
新
帝
即
位
ま
で
大
権
を
行
使
し

て
、
空
位
や
決
裁
者
不
在
の
事
態
を
回
避
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
太
上
天
皇
は
、
天
皇
と
同
様
に
大
権
を
行
使
す
る
。
こ
れ
は
、
八
世
紀
に
は
、
天
皇
が
空
位
を
避
け
て
新
帝
即
位
ま
で
大
権
を
維
持

し
、
加
え
て
譲
位
儀
礼
が
未
確
立
で
あ
っ
た
た
め
、
天
皇
と
太
上
天
皇
と
の
間
に
明
確
な
線
引
き
が
さ
れ
ず
、
大
権
の
放
棄
が
明
確
で
な
か
っ

た
こ
と
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
譲
位
し
た
後
も
、
太
上
天
皇
の
権
力
行
使
の
根
拠
は
天
皇
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
重
戯
し
た
称
徳
の
即
位
記
事
が
見
え
な
い
の
も
、
太
上
天
皇
と
天
皇
に
権
限
差
が
な
く
、
即
位
に
よ
り
、
大
権
発
動
を
改
め
て
示
す
必

要
が
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
天
皇
崩
御
に
よ
る
空
位
が
政
権
の
不
安
定
を
招
く
こ
と
は
、
律
令
制
下
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
律
令
文
書
行
政
の
中
で
、
天

皇
が
最
高
決
裁
者
で
、
他
者
に
代
行
権
限
が
な
い
以
上
、
持
統
以
前
に
見
ら
れ
た
皇
太
子
・
皇
盾
の
称
制
な
ど
、
王
族
に
よ
る
天
皇
大
権
の
代

　
　
　
　
　
　
　
⑧

行
は
不
可
能
に
な
り
、
長
期
の
空
位
は
政
務
の
停
滞
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
空
位
を
徹
底
的
に
避
け
る
よ
う
に
な
り
、
皇
位
継

承
時
点
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
の
は
、
律
令
文
書
様
式
と
公
印
制
が
規
定
さ
れ
た
大
宝
公
式
令
が
施
行
さ
れ
、
文
書
行
政
が
整
備
さ
れ
た
大

宝
～
養
老
年
間
（
八
世
紀
初
頭
）
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
大
宝
令
施
行
後
初
の
皇
位
継
承
は
文
武
の
崩
御
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
空
位
期
間
は
、
太
上
天
皇
と
皇
太
子
が
と
も
に
存
在
せ
ず
、

遺
詔
を
受
け
た
元
明
が
即
位
す
る
ま
で
の
約
一
ヶ
月
間
、
噸
数
紀
』
に
は
政
務
に
関
す
る
記
事
が
一
切
見
え
な
い
。
律
令
文
書
行
政
に
お
け
る

空
位
の
問
題
性
が
認
識
さ
れ
た
の
は
ま
さ
に
こ
の
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
の
元
明
以
降
、
即
位
と
譲
位
が
同
日
で
あ
る
B
型
の
皇
位
継
承

が
続
き
、
さ
ら
に
、
桓
武
の
即
位
が
変
則
的
な
形
で
執
行
さ
れ
た
の
も
、
崩
御
に
よ
る
空
位
を
避
け
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
譲
位
に
つ
い

て
は
従
来
、
女
帝
な
ど
・
王
に
皇
統
の
問
題
と
関
連
づ
け
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
八
世
紀
の
皇
位
継
承
の
大
部
分
が
譲
位
に
よ
っ
た
の
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は
、
律
令
文
書
行
政
に
お
け
る
天
皇
大
権
と
空
位
と
の
関
係
が
一
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
．
神
祇
令
践
詐
条
の
意
義

　
『
紀
点
食
漸
時
ま
で
に
、
あ
る
瞬
間
を
皇
位
継
承
時
点
と
し
て
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が
律
令
制
に
お
い
て
皇
太
子
か
ら
天
皇
へ
の

重
要
な
転
換
点
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
し
た
が
っ
て
本
節
で
は
、
こ
の
法
的
根
拠
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
皇

位
継
承
時
点
が
、
律
令
制
の
皇
位
継
承
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
き
た
い
。

　
『
紀
』
大
化
前
代
の
皇
位
継
承
記
事
に
は
、
神
器
（
神
璽
）
奉
上
と
登
壇
の
二
つ
の
要
素
が
登
場
す
る
。
岡
田
精
司
氏
に
よ
る
と
、
前
者
は

群
臣
が
王
位
継
承
候
補
者
に
神
器
を
渡
し
て
大
王
に
推
戴
す
る
儀
で
、
忌
部
が
奉
上
す
る
持
統
紀
や
践
酢
条
と
は
異
な
る
た
め
、
編
纂
時
の
潤

色
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
慣
行
と
見
ら
れ
る
。
両
者
は
、
必
ず
神
器
奉
上
を
先
に
し
て
別
日
に
執
行
さ
れ
、
登
壇
の
日
が
即
位
と
記
載
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
独
立
別
個
の
儀
礼
と
み
な
さ
れ
、
即
位
の
主
要
素
は
登
壇
で
、
神
器
奉
上
は
本
質
的
な
要
素
で
は
な
い
と
い
う
評
価
を
与
え
ら

　
　
　
⑫

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
皇
位
継
承
時
点
の
意
識
が
、
『
紀
』
編
纂
以
前
の
ど
の
時
点
ま
で
遡
及
で
き
る
か
は
明
ら
か
で
な
く
、
登
壇
が
～
連
の

王
位
就
任
儀
礼
の
最
後
の
儀
礼
と
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
令
以
前
の
即
位
儀
礼
に
お
い
て
、
登
壇
が
皇

位
継
承
時
点
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
一
方
、
神
璽
は
、
大
化
前
代
に
は
群
臣
が
奉
上
し
た
が
、
乙
巳
の
変
直
後
に
は
皇
極
自
身
が
孝
徳
に
「
授
璽
綬
禅
位
。
」
〔
孝
徳
即
位
早
戸
〕

し
、
さ
ら
に
持
統
の
即
位
で
は
忌
部
が
奉
上
す
る
と
い
う
変
化
を
遂
げ
る
。
吉
村
武
彦
氏
は
、
大
化
前
代
に
は
群
臣
に
よ
る
王
選
出
の
シ
ス
テ

ム
が
存
在
し
た
が
、
皇
極
譲
位
時
に
群
臣
の
介
入
が
な
く
な
り
、
さ
ら
に
忌
部
に
よ
る
奉
上
へ
の
変
更
は
「
王
権
に
よ
る
意
思
」
で
あ
っ
た
と

評
価
す
る
。
こ
の
忌
部
の
神
璽
奉
上
は
、
神
祇
令
践
酢
条
に
規
定
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
奉
上
者
の
変
更
以
外
に
、
も
う
一
つ
の
重
大
な
変

更
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の
神
璽
奉
上
を
「
践
群
言
日
」
、
す
な
わ
ち
即
位
の
日
に
執
行
す
る
と
し
た
点
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
践
酢
条
は
、
古
記
か
ら
大
宝
令
文
で
の
存
在
が
確
認
で
き
る
た
め
、
『
紀
』
編
纂
中
に
は
確
実
に
成
立
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
編
纂
時
に
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は
、
神
璽
を
奉
上
す
る
の
が
「
践
酢
之
日
」
、
す
な
わ
ち
皇
位
継
承
時
点
で
あ
る
こ
と
が
、
践
酢
条
と
い
う
法
的
根
拠
に
よ
り
明
瞭
で
あ
っ
た
。

言
論
条
に
つ
い
て
は
従
来
、
持
統
即
位
記
事
に
お
け
る
公
卿
百
寮
の
羅
列
や
、
神
祇
令
に
規
定
さ
れ
て
い
る
点
、
『
古
語
拾
遺
』
の
記
述
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
⑮

を
根
拠
と
し
て
、
天
孫
降
臨
神
話
を
背
景
と
す
る
王
権
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
視
覚
的
表
現
や
、
神
事
規
定
と
い
っ
た
面
の
み
が
評
価
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
令
文
に
明
記
す
る
こ
と
で
、
律
令
法
上
の
皇
位
継
承
時
点
を
明
確
に
知
ら
し
め
た
点
に
こ
そ
、
践
酢
条
の
重
要
な
意
義
が
あ
っ
た
の

　
　
⑯

で
あ
る
。

　
践
酢
条
に
基
づ
く
儀
礼
は
、
史
料
的
に
確
認
で
き
る
の
は
持
統
の
即
位
の
み
で
あ
る
が
、
八
世
紀
の
皇
位
継
承
で
も
即
位
の
日
に
執
行
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
九
世
紀
以
降
の
即
位
儀
に
は
、
践
魚
条
の
儀
礼
は
確
認
で
き
ず
、
「
即
位
」
の
語
が
皇
位
継
承
時
点
を
示
さ
な
く
な
っ
た
と
第
一
章

で
述
べ
た
点
と
も
合
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
践
詐
条
に
基
づ
か
な
い
即
位
が
行
わ
れ
、
皇
位
継
承
時
点
が
即
位
以
前
に
設
定
さ
れ
た
の
は
、

即
位
儀
の
執
行
が
確
認
で
き
る
淳
和
の
即
位
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
こ
の
変
化
は
い
つ
生
じ
た
の
か
。

　
現
在
有
力
な
の
は
、
忌
部
の
神
璽
奉
上
と
申
臣
の
鯨
帯
奏
上
が
桓
武
の
即
位
か
ら
執
行
さ
れ
ず
、
大
嘗
祭
行
事
に
な
っ
た
と
指
摘
し
た
加
茂

　
　
　
　
　
　
　
⑱

正
典
氏
の
説
で
あ
る
。
こ
の
説
は
、
桓
武
の
即
位
を
新
儀
礼
（
神
璽
・
鈴
印
渡
御
儀
礼
）
と
主
張
す
る
柳
沼
氏
、
高
森
氏
ら
の
論
拠
と
な
り
、
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

重
氏
の
よ
う
に
、
桓
武
の
新
王
朝
意
識
に
よ
る
改
変
と
い
う
重
大
な
評
価
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
桓
武
の

即
位
を
新
儀
礼
と
見
な
す
こ
と
に
は
疑
問
も
あ
り
、
こ
の
説
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
加
茂
氏
の
説
を
検
証
し
た
い
。
氏
の
論
拠
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
践
酢
条
の
神
璽
奉
上
と
七
五
奏
上
が
儀
式
書

の
大
嘗
祭
に
見
え
て
即
位
儀
に
は
な
い
点
。
第
二
に
、
持
統
・
光
仁
の
大
嘗
祭
で
も
壽
詞
奏
上
の
み
確
認
で
き
る
点
。
第
三
に
、
次
の
『
令
集

解
』
神
祇
令
践
酢
条
所
引
の
跡
記
の
解
釈
で
あ
る
。
〔
令
本
文
「
追
記
」
の
形
で
記
載
〕

　
　
凡
践
酢
之
臼
　
　
　
　
「
跡
云
。
践
砕
之
日
。
謂
即
位
之
日
也
。
」
（
a
文
）

　
　
中
臣
奏
天
神
之
壽
詞
。
「
跡
云
。
奏
壽
詞
。
上
三
井
鏡
。
至
十
一
月
。
為
大
嘗
耳
。
鏡
劔
以
一
物
。
永
奏
数
帝
耳
。
但
奏
讃
辞
云
々
耳
。
又
地
祇
不
見
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文
。
」
（
b
文
）

　
　
恐
部
上
神
璽
之
鏡
劔
。

　
加
茂
氏
は
、
跡
記
b
文
を
、
壽
詞
奏
上
と
鏡
劔
奉
上
は
十
一
月
に
至
っ
て
大
嘗
祭
の
み
で
行
う
、
と
解
釈
す
る
。
こ
こ
か
ら
氏
は
、
即
位
の

唐
風
化
に
伴
い
、
神
璽
奉
上
は
捨
象
さ
れ
て
大
嘗
祭
に
移
っ
た
と
し
、
そ
の
時
期
が
、
叢
記
成
立
（
桓
武
朝
）
以
前
で
、
壽
詞
奏
上
の
み
見
え

る
光
仁
の
大
嘗
祭
以
後
、
す
な
わ
ち
桓
武
即
位
の
時
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　
し
か
し
、
第
三
の
論
拠
に
つ
い
て
、
加
茂
氏
は
b
文
に
の
み
注
目
す
る
が
、
野
里
は
a
文
で
「
黒
酢
之
日
」
を
「
即
位
聖
日
」
と
解
し
、
践

詐
条
が
即
位
の
日
に
執
行
さ
れ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
全
文
に
注
目
し
た
場
合
、
b
文
「
為
大
嘗
耳
」
の
「
耳
」
は
限
定
の
「
の
み
」
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

く
、
石
野
雅
彦
氏
が
主
張
し
た
よ
う
に
、
「
永
虚
数
勲
爵
」
と
同
様
に
強
調
の
文
末
助
詞
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
跡
記
は
a
文

「
践
酢
の
日
、
そ
の
意
味
は
即
位
の
日
で
あ
る
。
」
、
b
文
「
論
罪
を
奏
し
、
劔
と
鏡
を
上
る
。
十
一
月
に
至
り
大
嘗
を
為
す
の
で
あ
る
。
」
と

解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
か
ら
、
跡
記
は
、
神
璽
奉
上
が
桓
武
即
位
の
時
に
大
嘗
祭
行
事
と
な
っ
た
論
拠
と
は
な
り
得
ず
、
加
茂
氏
の
説

は
成
立
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
依
拠
す
る
柳
沼
氏
・
高
森
氏
・
藤
森
氏
ら
の
見
解
も
再
考
の
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
で
は
、
四
月
辛
卯
条
の
桓
武
の
即
位
は
ど
う
解
す
べ
き
か
。
こ
の
「
即
位
」
の
語
が
皇
位
継
承
時
点
を
示
す
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
一
方
、

＋
洗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

癸
雪
叩
の
大
極
殿
儀
礼
は
、
以
後
の
即
位
儀
の
原
型
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
続
紀
』
は
癸
卯
条
で
は
な
く
、
里
雪
条
を

「
即
位
」
と
記
載
し
、
皇
位
継
承
時
点
と
見
な
し
て
い
る
つ
換
一
口
す
れ
ば
、
『
続
紀
』
は
、
即
位
と
確
定
す
る
要
素
が
辛
七
条
に
存
在
し
た
と

判
断
し
て
い
る
こ
ど
に
な
り
、
そ
の
根
拠
は
、
大
極
殿
儀
礼
で
も
即
位
宣
命
で
も
な
い
以
上
、
神
璽
・
摸
製
な
ど
の
器
物
の
委
譲
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
。

　
問
題
は
、
そ
の
委
譲
方
式
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
筆
者
は
、
桓
武
以
前
の
称
徳
崩
御
の
際
に
す
で
に
神
璽
・
鈴
印
の
奉
上
が
行
わ
れ

た
と
推
測
す
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
も
、
光
仁
は
二
ヶ
月
後
に
即
位
し
て
い
る
。
ま
た
、
石
野
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
九
世
紀
以
降
に
、

「
先
帝
崩
御
・
譲
位
即
日
の
神
璽
・
鈴
印
渡
御
儀
礼
」
と
「
宣
命
宣
布
を
含
む
後
日
の
大
極
殿
儀
礼
」
の
形
式
が
確
立
し
た
後
も
、
「
即
位
」
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の
語
で
称
さ
れ
る
の
は
後
者
で
あ
り
、
渡
御
儀
礼
を
「
即
位
」
と
記
載
す
る
例
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
桓
武
の
即
位
の
根
拠
は
、
渡
御
儀
礼

で
は
な
く
、
『
続
紀
』
の
他
例
と
同
様
、
践
詐
条
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
神
祇
令
践
酢
条
に
関
す
る
跡
記
の
記
載
が
、
成
立
時
期

で
あ
る
桓
皇
朝
の
実
態
と
評
価
で
き
る
な
ら
ば
、
跡
記
は
、
桓
武
の
即
位
で
も
二
種
条
の
儀
礼
を
執
行
し
た
傍
証
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
か
ら
、
践
酢
条
の
意
義
は
、
律
令
法
上
の
皇
位
継
承
時
点
を
明
確
に
す
る
点
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
律
令
制
下
で
皇
位
継
承
時
点
は
、

皇
太
子
が
即
位
し
て
天
皇
大
権
の
発
動
が
可
能
に
な
る
重
要
な
転
機
で
あ
っ
た
と
先
に
述
べ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。
ま
た
、
桓
前
朝
に
お
い
て

も
践
酢
条
は
有
効
で
、
『
続
紀
』
に
は
こ
の
条
文
に
基
づ
い
て
皇
位
継
承
時
点
が
「
即
位
」
と
記
載
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
践
酢
条
の
儀
礼

が
即
位
か
ら
消
え
る
の
は
、
「
即
位
」
の
語
が
皇
位
継
承
時
点
を
意
味
し
な
く
な
っ
た
時
期
で
、
『
続
紀
』
が
編
纂
さ
れ
た
桓
武
朝
以
後
、
具
体

的
に
は
平
城
・
嵯
峨
・
淳
和
の
即
位
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。

三
．
空
位
・
皇
位
継
承
時
点
の
変
質
と
天
皇
の
変
容

即位の変容と律令天皇制（加藤）

　
称
徳
崩
御
以
降
、
嵯
峨
譲
位
ご
ろ
ま
で
に
原
型
が
成
立
し
た
山
朋
国
儀
・
譲
位
儀
に
は
皇
位
継
承
時
点
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
即
位
と
空
位
の

意
味
が
『
帝
紀
』
以
前
と
比
べ
変
化
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
し
た
が
っ
て
本
節
で
は
、
こ
の
変
化
の
理
由
・
状
況
を
論
じ
る
こ
と

で
、
令
制
下
で
の
皇
太
子
・
太
上
天
皇
・
天
皇
の
権
力
構
造
の
変
容
と
そ
の
過
程
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
元
明
以
来
続
い
た
譲
位
に
よ
る
B
型
の
皇
位
継
承
は
、
皇
太
子
を
決
定
し
な
か
っ
た
称
徳
に
至
っ
て
遵
守
が
困
難
と
な
り
、
称
徳
は
在
位
の

ま
ま
崩
御
す
る
。
こ
の
際
、
神
璽
・
鈴
印
奉
上
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
こ
の
後
の
空
位
期
間
中
は
、
白
壁
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

（
光
仁
）
が
、
皇
太
子
と
し
て
令
旨
を
発
し
、
内
印
捺
印
が
必
要
な
政
務
を
執
っ
て
い
る
。
こ
の
約
二
ヶ
月
後
の
即
位
は
、
従
来
通
り
の
践
酢

条
に
基
づ
い
た
皇
位
継
承
時
点
と
推
測
さ
れ
る
。

　
次
の
光
仁
は
不
豫
を
理
由
に
譲
位
し
、
桓
武
が
即
位
す
る
。
こ
の
即
位
も
蹟
豊
年
に
基
づ
く
皇
位
継
承
時
点
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
前
節
で

述
べ
た
。
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次
の
桓
武
に
は
、
不
豫
の
記
事
が
崩
御
の
一
年
以
上
前
か
ら
散
見
し
、
そ
の
権
限
の
一
部
を
皇
太
子
安
殿
親
王
（
平
城
）
に
委
譲
す
る
記
事

　
　
　
⑬

も
見
え
る
。
し
か
し
こ
の
間
、
皇
太
子
の
政
務
へ
の
関
与
は
確
認
で
き
ず
、
桓
武
も
譲
位
は
せ
ず
に
在
位
の
ま
ま
崩
御
す
る
。
そ
の
後
の
空
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

期
問
中
は
、
神
璽
と
お
そ
ら
く
鈴
懸
も
確
保
し
た
安
殿
親
王
が
、
自
生
王
と
同
様
に
内
印
捺
印
が
必
要
な
政
務
を
執
っ
て
い
る
。

　
令
制
に
お
い
て
、
皇
太
子
に
は
、
鈴
印
請
進
の
裁
可
な
ど
天
皇
大
権
の
代
行
権
限
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
両
皇
太
子
の
執
務
は
、
令
制
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

来
の
権
限
を
逸
脱
し
た
行
為
で
、
令
制
以
後
で
は
白
壁
王
を
初
例
と
し
、
先
帝
崩
御
時
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
越
権
行
為
が
可
能

に
な
っ
た
背
景
と
し
て
は
、
神
璽
・
鈴
印
渡
御
が
行
わ
れ
て
、
大
権
の
行
使
が
実
質
的
に
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
筆

者
は
さ
ら
に
、
政
務
形
態
の
変
化
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
宝
亀
元
（
七
七
〇
）
年
八
月
丙
午
条
に
は
、
称
徳
崩
御
直
前
の
政
務
の
状
況
を
示
す

次
の
記
事
が
見
え
る
。

　
　
天
皇
自
幸
由
義
宮
。
便
畳
聖
躬
不
豫
。
於
是
。
即
還
平
城
。
自
此
七
百
露
量
。
不
親
心
事
。
群
臣
曾
無
得
謁
見
者
。
典
藏
從
三
位
吉
備
朝
臣
由
利
。
出
入

　
　
臥
内
。
傳
可
奏
事
。
（
以
下
略
）

　
右
の
「
臥
内
」
は
、
八
月
癸
巳
条
に
「
崩
干
西
宮
寝
殿
」
と
見
え
る
寝
殿
で
あ
ろ
う
。
西
宮
に
は
他
に
、
称
徳
が
出
御
し
て
政
務
を
視
る

皇
宮
前
殿
し
が
存
在
し
㎏
・
丙
護
式
』
に
よ
る
と
・
鈴
印
請
進
の
際
に
は
・
内
裏
前
殿
（
紫
解
題
）
に
出
御
し
た
蚕
が
・
南
庭
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

少
納
言
の
奏
に
勅
許
す
る
こ
と
で
捺
印
が
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
右
の
丙
午
条
に
よ
る
と
、
称
徳
は
由
義
宮
か
ら
の
還
御
〔
四
月
戊
戌
条
〕
以

来
の
約
四
ヶ
月
間
、
政
務
の
場
に
出
御
で
き
ず
、
「
不
親
視
事
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
『
続
紀
』
に
は
駅
鈴
給
与
と
内
印
捺
印
が
必
要
な
政
務

が
曼
る
⑫
こ
れ
ら
の
鈴
印
請
進
の
里
離
納
　
費
官
位
令
で
は
従
五
位
下
）
が
・
直
黒
臥
内
し
の
称
徳
か
ら
勅
答
を
得
た
と
は
考
難
い
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

お
そ
ら
く
は
、
『
西
宮
記
』
の
よ
う
に
、
天
皇
は
不
出
御
で
、
函
嶺
の
吉
備
由
利
な
ど
近
侍
官
が
奏
文
・
勅
答
を
伝
達
し
、
政
務
が
行
わ
れ
た

の
で
は
な
い
か
。
称
徳
の
崩
御
を
数
日
間
秘
し
、
「
錐
聖
廟
下
智
在
」
大
臣
以
下
が
詔
書
事
・
固
関
を
行
い
得
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が

背
景
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
桓
武
の
場
合
も
、
不
豫
の
間
は
政
務
の
場
に
不
出
御
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
元
明
や
光
仁
が
「
今
精
華
漸
衰
、
毫
期
斯
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倦
。
」
〔
元
明
譲
位
詔
〕
、
「
身
艦
不
安
、
復
年
毛
弥
高
成
ホ
登
辞
命
不
幾
」
〔
光
仁
譲
位
宣
命
〕
と
い
っ
た
理
由
で
譲
位
し
た
の
に
対
し
、
桓
武
が
譲

位
せ
ず
に
済
ん
だ
の
は
、
政
務
形
態
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
天
皇
が
内
裏
正
殿
（
紫
震
殿
）
に
出
御
し
て
政
務
を
執
ら
な
く
な
る
の
は
、
仁
壽
（
文
徳
朝
・
九
世
紀
半
ば
）
以
降
で
、
承
和
（
仁
明
朝
・
九
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

紀
前
半
）
以
往
は
毎
日
出
御
し
て
「
視
政
事
」
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
弘
仁
五
（
八
　
四
）
年
に
は
、
正
攻
法
で
は
な
い
も
の
の
、
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

出
御
時
に
内
裏
後
殿
（
北
大
殿
）
に
赴
い
て
請
印
を
仰
ぐ
方
式
が
す
で
に
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
近
年
、
吉
川
真
司
氏
が
、
以

前
か
ら
の
読
申
公
文
（
文
書
自
体
は
や
り
と
り
せ
ず
に
公
文
を
読
み
上
げ
、
口
頭
で
決
裁
す
る
）
に
よ
る
政
務
形
態
に
対
し
、
八
世
紀
の
称
徳
朝
に
は
、

申
文
刺
文
（
文
書
を
決
裁
者
に
奉
り
、
そ
の
閲
覧
を
経
る
）
の
形
態
や
上
宣
制
が
成
立
し
、
従
来
の
公
式
令
文
書
体
系
が
再
編
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘

　
　
　
⑫

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
政
務
形
態
の
変
化
に
よ
り
、
天
皇
が
不
出
御
の
場
合
に
も
近
侍
官
が
奏
文
・
勅
答
を
伝
達
し
て
政
務
を
行
う
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
し
た
が
っ
て
、
天
皇
の
勅
裁
は
、
代
言
者
を
通
じ
て
示
さ
れ
る
こ
と
で
そ
の
役
割
を
充
分
に
果
た
す
こ
と
に
な
り
、
可
視
的
な
天
皇
の
存
在

は
、
文
書
行
政
に
不
可
欠
で
は
な
く
な
っ
た
。
換
言
す
る
と
、
勅
裁
と
い
う
形
式
を
と
れ
ば
、
実
際
の
裁
可
者
は
「
難
弔
花
如
駐
在
」
大
臣
等

で
あ
っ
て
も
、
決
裁
は
可
能
と
な
り
、
天
皇
と
他
者
と
の
権
限
差
は
無
実
化
し
て
、
天
皇
は
最
高
決
裁
者
と
し
て
の
唯
一
性
・
専
行
性
を
失
う

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
称
徳
の
崩
御
と
い
う
状
況
に
及
ん
で
、
皇
太
子
が
天
皇
大
権
を
代
行
し
て
政
務
を
執
る
こ
と
で
現
実
の
も
の
と
な
っ

た
。　

で
は
、
天
皇
権
力
の
変
質
後
、
皇
位
継
承
時
点
と
即
位
は
ど
う
な
っ
た
か
。
即
位
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
例
が
参
考
に
な
る
。
安
殿
親
王

（
平
城
）
の
場
合
、
「
勅
・
上
表
・
陛
下
」
な
ど
の
語
が
即
位
以
前
に
見
え
、
す
で
に
天
皇
と
の
境
界
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
が
、
即
位
前
後

の
権
限
・
立
場
の
差
は
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
神
璽
・
鈴
印
を
確
保
し
、
実
質
的
に
執
務
を
し
な
が
ら
、
即
位
以
前
は
正
式
な

天
皇
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
仁
明
崩
御
後
の
道
康
親
王
（
文
徳
）
も
、
即
位
ま
で
は
令
旨
を
使
用
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
皇
太
子

が
、
神
璽
・
鈴
印
渡
御
を
経
て
実
質
的
に
天
皇
大
権
を
行
使
で
き
た
と
推
測
さ
れ
る
反
面
、
大
極
殿
に
お
け
る
即
位
、
す
な
わ
ち
儀
式
書
の
即
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位
儀
は
、
正
式
に
天
皇
と
認
知
さ
れ
る
た
め
の
儀
礼
と
し
て
機
能
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
皇
位
継
承
時
点
は
、
九
世
紀
以
降
、
譲
位
儀
・
崩
御
儀
に
設
定
さ
れ
る
。
先
に
結
論
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
太
上
天
皇
の
変
質

と
、
譲
位
儀
の
成
立
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
八
世
紀
に
は
譲
位
儀
礼
が
未
確
立
で
、
太
上
天
皇
の
大
権
放
棄
が
明
確
で
は
な
く
、
太
上
天
皇
は
天
皇
と
同
様
に
令
制
宮
司
を
通
じ
て
大
権

を
行
使
し
て
い
た
。
こ
こ
に
は
、
太
上
天
皇
と
天
皇
の
二
人
が
、
文
書
行
政
の
最
高
決
裁
者
で
あ
る
と
い
う
矛
盾
が
あ
り
、
こ
れ
が
表
面
化
し

た
の
が
、
孝
謙
太
上
天
皇
と
淳
仁
天
皇
、
平
城
太
上
天
皇
と
嵯
峨
天
皇
の
場
合
で
あ
っ
た
。
こ
の
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
、
嵯
峨
が
譲
位
の
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
大
権
を
放
棄
し
、
太
上
天
皇
の
地
位
の
転
換
を
図
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
春
名
宏
昭
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
大
権
の
放
棄
に
よ
り
、
天
皇
と

太
上
天
皇
と
の
問
に
明
確
な
線
が
引
か
れ
る
と
、
そ
こ
に
空
位
が
生
じ
る
の
を
避
け
、
皇
位
継
承
時
点
も
大
権
放
棄
の
時
点
、
す
な
わ
ち
譲
位

儀
に
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
太
上
天
皇
が
変
質
し
た
嵯
峨
の
譲
位
が
、
皇
位
継
承
時
点
を
も
つ
譲
位
儀
の
原
型
と
考
え
ら

　
⑳

れ
る
。

　
嵯
峨
譲
位
以
降
、
皇
太
子
は
、
先
帝
の
譲
位
に
よ
っ
て
自
動
的
に
薪
帝
と
見
な
さ
れ
、
神
璽
・
鈴
印
渡
御
に
よ
り
大
権
も
行
使
で
き
た
。
ま

た
、
崩
御
の
場
合
、
実
際
に
は
釈
服
ま
で
皇
太
子
を
称
し
、
令
旨
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
一
方
で
、
皇
位
継
承
時
点
を
崩

御
儀
に
設
定
す
る
の
は
、
同
様
に
空
位
を
避
け
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
即
位
儀
は
、
践
欝
欝
の
儀
礼
を
欠
き
、
皇
位
継
承
時
点
と
し
て

の
意
味
を
失
っ
た
後
も
な
お
、
正
式
に
天
皇
と
認
知
さ
れ
る
た
め
の
儀
礼
と
し
て
存
続
し
た
。

28　（192）

　
本
章
を
ま
と
め
る
と
、
律
令
制
に
お
け
る
天
皇
は
、
文
書
行
政
に
不
可
欠
な
最
高
決
裁
者
で
、
他
の
王
族
に
は
代
行
権
限
が
な
く
、
こ
の
権

限
差
は
明
瞭
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
律
令
綱
下
に
お
い
て
、
皇
位
継
承
時
点
は
、
皇
太
子
が
即
位
し
て
大
権
の
発
動
が
可
能
に
な
る
重
要

な
転
機
で
あ
り
、
そ
の
法
的
根
拠
と
し
て
神
祇
溶
融
柞
条
が
規
定
さ
れ
た
。
一
方
、
空
位
は
文
書
行
政
の
停
滞
を
招
い
た
た
め
、
八
世
紀
の
天

皇
は
、
斬
帝
即
位
ま
で
大
権
を
維
持
し
、
即
位
と
同
日
に
譲
位
す
る
こ
と
で
、
空
位
を
徹
底
的
に
回
避
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
皇
位
継
承
で
は
、



譲
位
儀
礼
が
未
確
立
で
、
大
権
放
棄
が
明
瞭
で
な
か
っ
た
た
め
、
太
上
天
皇
の
大
権
行
使
を
可
能
に
し
、
最
高
決
裁
者
が
二
人
と
い
う
矛
盾
も

生
み
出
し
た
。

　
し
か
し
、
八
世
紀
宋
に
は
、
政
務
形
態
の
変
化
に
伴
い
、
文
書
行
政
の
中
で
可
視
的
な
天
皇
の
存
在
が
不
可
欠
で
は
な
く
な
り
、
天
皇
と
皇

太
子
の
権
限
差
が
無
実
化
し
て
、
大
権
の
代
行
が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
、
太
上
天
皇
の
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
、
嵯
峨
譲
位
の
時
か
ら
、
太

上
天
皇
の
大
権
放
棄
を
明
確
に
し
、
天
皇
の
み
が
大
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
天
皇
権
力
の
変
容
は
、
皇
位
継
承
に
も
変
化
を
も

た
ら
し
た
。
九
世
紀
以
降
、
皇
位
継
承
は
、
神
璽
・
即
題
渡
御
儀
礼
に
よ
っ
て
実
質
的
に
大
権
発
動
が
可
能
に
な
る
譲
位
儀
・
崩
御
儀
と
、
正

式
に
天
皇
と
認
知
さ
れ
る
た
め
の
即
位
儀
に
分
離
し
、
皇
位
継
承
時
点
と
空
位
は
律
令
制
本
来
の
意
味
を
失
い
、
黒
酢
条
の
儀
礼
も
執
行
さ
れ

な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

即位の変容と律令天皇制（加藤）

①
詔
書
式
・
勅
旨
式
に
は
御
酒
や
覆
奏
が
規
定
さ
れ
、
勅
命
を
含
む
文
書
施
行
過

　
程
の
錯
誤
に
対
し
て
は
、
職
制
律
の
詔
書
施
行
違
条
・
受
詔
忘
誤
条
・
詔
書
誤
顛

　
改
定
条
な
ど
に
罰
則
規
定
が
見
え
る
。

②
大
宝
元
（
七
〇
一
）
年
六
月
己
南
条
に
は
七
道
へ
の
「
頒
皿
盛
辛
口
」
が
見
え
、

　
鎌
闘
元
一
氏
は
こ
れ
が
内
印
の
印
影
を
頒
布
し
た
も
の
で
、
こ
れ
以
降
、
内
印
の

　
使
用
が
開
始
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
〔
「
日
本
古
代
の
官
印
一
八
世
紀
の
諸
国
印

　
を
中
心
と
し
て
一
」
（
『
律
令
公
民
制
の
研
究
盛
二
〇
〇
一
年
・
塙
書
房
・
一
九

　
九
四
年
初
出
）
〕
。
ま
た
、
大
宝
令
で
は
、
諸
国
に
下
す
公
文
に
は
内
印
、
案
文
に

　
は
外
印
（
太
政
官
印
）
を
捺
印
す
る
の
が
規
定
で
、
養
老
四
（
七
二
〇
）
年
に
、

　
小
事
が
外
印
に
変
更
さ
れ
た
後
も
、
大
事
に
は
内
印
捺
印
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

　
〔
『
令
集
解
㎞
公
式
令
天
子
神
璽
条
。
田
園
紀
臨
養
老
四
年
五
月
謡
曲
条
。
八
月
丁

　
亥
条
。
槻
内
裏
儀
式
鰍
少
納
言
尋
常
奏
式
。
『
延
喜
式
匝
太
政
官
式
・
内
外
印

　
条
。
〕

③
『
三
代
録
』
貞
観
十
三
（
八
七
　
）
年
二
月
十
四
日
庚
寅
条
に
は
、
「
承
和
以

　
往
。
皇
帝
毎
日
御
紫
震
殿
。
視
政
事
。
仁
壽
以
降
。
絶
無
此
儀
。
」
と
見
え
る
。

④
『
皇
紀
隔
に
は
「
庶
務
多
端
。
一
日
万
機
。
」
〔
霊
亀
元
（
七
一
五
）
年
九
月
庚

　
辰
条
・
元
明
譲
位
詔
〕
、
「
皇
帝
無
断
万
機
。
一
同
平
日
。
」
〔
養
老
五
（
七
二
｝
）

　
年
十
月
丁
亥
条
・
元
明
太
上
天
皇
詔
〕
、
「
万
機
是
重
。
不
可
皿
霞
而
隈
官
也
。
」

　
〔
天
応
元
（
七
八
～
）
年
十
二
月
丁
賢
酒
・
光
仁
崩
時
〕
な
ど
が
見
え
る
。

⑤
井
上
光
貞
「
古
代
の
皇
太
子
」
（
「
は
じ
め
に
」
注
⑥
前
掲
）

⑥
　
　
「
は
じ
め
に
」
注
⑥
前
掲
論
文
。
な
お
、
荒
木
氏
は
、
令
以
前
の
皇
太
子
の
存

　
在
を
疑
問
視
し
、
門
皇
太
子
称
讃
」
が
皇
太
子
の
地
位
に
基
づ
い
た
権
力
行
使
で

　
あ
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。

⑦
『
延
喜
式
魅
太
政
官
式
・
内
外
印
条

⑧
魍
令
義
解
鰍
公
式
令
・
車
駕
巡
幸
条
「
謂
。
留
守
官
者
。
皇
太
子
。
（
中
略
）

　
給
鈴
契
機
。
案
唐
楽
。
不
給
内
印
。
但
有
事
慮
用
彰
彰
者
。
更
謝
官
符
行
下
。
其

　
依
上
條
。
太
子
監
国
之
臼
。
唯
得
用
勅
旨
及
便
奏
。
以
外
大
事
。
不
得
施
行
。
此

　
拠
尋
常
之
時
。
不
宙
非
常
之
変
。
若
有
軍
機
急
速
慮
処
分
兵
馬
者
。
不
拘
恒
法
。

　
亦
得
兼
行
。
」

⑨
「
は
じ
め
に
」
の
注
⑧
参
照

29 （193）



⑩
太
上
天
皇
が
、
天
皇
と
同
様
に
、
令
の
職
掌
官
で
あ
る
少
納
言
を
通
じ
て
鈴
印

　
を
運
用
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
〔
第
一
章
注
⑳
前
掲
拙
稿
〕

⑪
健
康
不
安
の
元
明
に
代
わ
り
、
元
正
が
未
婚
の
皇
女
と
い
う
異
例
な
立
場
で
即

　
位
し
た
の
は
、
称
制
な
ど
に
よ
る
大
権
代
行
が
律
令
鋼
下
で
は
法
的
に
不
可
能
で

　
あ
っ
た
こ
と
の
傍
証
と
言
え
る
。

⑫
第
一
章
注
④
参
照

⑬
浄
御
原
令
（
持
統
即
位
の
前
年
に
班
賜
）
に
こ
の
践
酢
条
に
相
当
す
る
条
文
が

　
存
在
し
、
持
統
の
即
位
は
こ
れ
を
施
行
し
た
も
の
と
す
る
井
上
光
貞
氏
の
見
解
も

　
あ
る
。

⑭
藤
森
健
太
郎
「
平
安
期
即
位
儀
礼
の
論
理
と
特
質
偏
（
～
九
九
四
年
初
出
）
。
榎

　
村
寛
之
「
律
令
国
家
の
王
権
継
承
儀
礼
に
つ
い
て
駄
（
噸
律
令
天
皇
制
祭
祀
の
研

　
究
隔
一
九
九
六
年
・
下
目
房
・
初
出
　
九
九
〇
年
）
。
熊
谷
公
男
（
「
は
じ
め
に
」

　
注
④
前
掲
論
文
）
。

⑮
溝
口
睦
子
（
第
一
章
注
④
前
掲
論
文
）
。

⑯
す
で
に
和
田
葦
氏
が
、
門
践
酢
式
は
神
宝
を
受
け
取
る
こ
と
に
よ
り
、
天
皇
た

　
る
こ
と
を
衆
入
に
認
識
せ
し
め
る
儀
礼
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
」
と
述
べ
て

　
い
る
。
「
残
の
碁
礎
的
考
察
偏
（
『
日
本
古
代
の
儀
礼
と
祭
祀
・
信
仰
　
上
』
一
九

　
九
五
年
・
塙
書
房
、
一
九
六
九
年
初
出
）

⑰
霊
亀
元
（
七
一
五
）
年
九
月
庚
辰
条
に
は
「
因
唖
蝉
神
器
士
卒
皇
太
子
。
而
年

　
歯
幼
稚
未
離
深
宮
。
」
と
見
え
、
神
器
（
神
璽
）
譲
受
を
皇
伎
委
譲
と
同
義
に
用

　
い
て
い
る
。
ま
た
、
践
酢
煮
古
記
の
「
践
酢
之
日
。
答
。
即
位
之
日
。
」
が
、
井

　
王
氏
が
推
測
す
る
よ
う
に
、
聖
武
即
位
を
知
っ
て
轡
か
れ
た
と
す
れ
ば
、
践
酢
条

　
の
儀
礼
執
行
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

⑱
加
茂
正
典
「
大
嘗
祭
”
辰
日
前
段
行
事
”
考
」
（
『
日
本
古
代
即
位
儀
礼
史
の
研

　
究
駄
一
九
九
九
年
・
思
文
搬
出
版
二
九
八
三
年
初
出
）

⑲
第
｝
章
注
⑫
参
照

⑳
石
野
雅
彦
「
古
代
國
家
と
即
位
儀
～
レ
ガ
リ
ア
奉
上
儀
を
中
心
に
～
」
（
『
日
本

　
古
代
の
国
家
と
祭
儀
隔
　
一
九
九
六
年
・
雄
山
閣
出
版
）
以
後
、
石
野
氏
の
引
用
は

　
す
べ
て
こ
の
論
文
に
よ
る
。
な
お
、
石
野
氏
は
跡
記
b
文
を
、
桓
武
の
即
位
の
時

　
（
延
暦
年
間
）
に
鏡
劔
奉
上
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
史
料
と
す
る
。

　
し
か
し
、
石
野
氏
の
跡
記
b
文
「
云
々
扁
の
解
釈
に
は
従
え
な
い
。

⑳
癸
卯
条
に
見
え
る
宣
命
宣
布
・
叙
位
・
皇
太
夫
人
の
尊
号
奉
上
は
、
儀
式
書
の

　
即
位
儀
と
合
致
す
る
。

⑫
　
騎
兵
司
任
命
〔
宝
亀
元
（
七
七
〇
）
年
八
月
乙
未
条
〕
、
五
位
以
上
を
含
む
叙

　
位
〔
八
月
戊
戌
条
・
丁
巳
条
〕
、
配
流
〔
八
月
辛
快
諾
〕
、
河
内
職
か
ら
河
内
国
へ

　
の
再
変
更
〔
八
月
乙
卯
条
〕
、
皇
太
子
令
旨
に
よ
る
道
鏡
左
遷
〔
八
月
庚
戌
条
〕
、

　
令
外
官
の
廃
止
〔
九
月
壬
五
条
〕
。
な
お
、
内
印
捺
印
が
必
要
な
政
務
は
、
公
式

　
令
天
子
神
璽
条
と
『
延
喜
三
軍
太
政
官
式
・
内
外
印
篭
か
ら
判
断
し
た
。

⑬
　
　
『
後
抽
出
に
は
「
天
皇
召
皇
太
子
已
下
参
議
已
上
、
託
以
後
事
。
」
〔
延
暦
廿
四

　
（
八
〇
五
）
年
四
月
乙
巳
条
〕
や
「
賜
兵
杖
殿
鐙
於
東
宮
」
〔
己
酉
条
〕
な
ど
の

　
記
事
が
見
え
る
。

⑳
　
五
位
以
上
を
含
む
叙
位
〔
大
同
元
（
八
〇
六
）
年
四
月
丙
午
条
・
丁
未
条
・
丙

　
辰
条
〕
、
令
旨
に
よ
る
正
税
の
借
貸
許
可
〔
『
類
聚
三
代
格
撫
（
巻
十
四
）
延
暦
廿

　
五
（
八
〇
六
）
年
三
月
廿
四
日
付
官
符
〕

⑮
　
荒
木
敏
夫
氏
は
、
公
式
令
車
駕
巡
幸
条
の
義
解
〔
注
⑧
に
前
掲
〕
を
も
と
に
、

　
こ
の
皇
太
子
の
執
政
が
「
軍
機
急
速
扁
な
ど
の
「
非
常
事
態
発
生
に
よ
る
令
文
規

　
定
外
の
権
限
行
使
の
実
例
と
み
な
し
う
る
〕
と
述
べ
、
令
制
皇
太
子
の
権
限
と
評

　
価
す
る
。
し
か
し
、
両
皇
太
子
は
一
般
政
務
も
執
っ
て
お
り
、
安
殿
親
王
が
「
令

　
人
擁
滞
。
煩
民
害
農
。
」
を
理
由
に
雲
脚
を
停
止
し
た
〔
大
同
元
（
八
○

　
　
　
　
　
　
廿
二

　
六
）
年
三
月
丙
戌
条
〕
こ
と
か
ら
、
政
治
的
・
軍
事
的
緊
張
感
は
希
薄
と
考
え
ら

　
れ
、
荒
木
説
に
は
疑
問
が
残
る
。

　
　
ま
た
、
柳
沼
氏
は
、
白
壁
王
に
つ
い
て
は
荒
木
説
を
ほ
ぼ
承
認
す
る
が
、
安
殿

　
親
王
は
「
新
天
皇
に
よ
る
大
権
行
使
」
と
評
価
す
る
。
し
か
し
、
柳
沼
氏
の
見
解

　
に
は
従
え
な
い
。
〔
第
一
章
・
注
⑳
参
照
〕
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⑳
　
神
護
景
雲
二
（
七
六
八
）
年
十
一
月
壬
辰
条
、
同
三
（
七
六
九
）
年
正
月
壬
申

　
条
。
橋
本
義
則
「
天
皇
宮
・
太
上
天
皇
宮
・
皇
后
宮
」
（
興
ヤ
マ
ト
王
権
と
交
流
の

　
諸
相
　
古
代
王
権
と
交
流
5
無
｝
九
九
四
年
・
名
著
出
版
）

⑳
　
　
糟
内
裏
儀
式
隔
少
納
言
尋
常
懐
旧
。
西
本
昌
弘
氏
は
、
こ
の
次
第
が
、
弘
仁
九

　
（
八
一
八
）
年
以
前
の
古
礼
を
伝
え
る
も
の
と
す
る
。
「
古
礼
か
ら
み
た
魍
内
裏

　
儀
式
臨
の
成
立
」
（
『
日
本
古
代
儀
礼
成
立
史
の
研
究
』
一
九
九
七
年
・
塙
書
房
、

　
一
九
八
七
年
初
出
）

⑳
　
五
位
以
上
を
含
む
叙
位
〔
宝
亀
元
（
七
七
〇
）
年
四
月
己
酉
条
・
壬
子
条
・
六

　
月
丙
辰
条
・
七
月
丙
寅
条
・
庚
辰
条
・
盤
上
条
〕
、
諸
国
へ
の
賜
物
〔
五
月
壬
申

　
条
・
七
月
戊
寅
条
〕
、
畿
外
社
へ
の
奉
幣
〔
八
月
書
芸
条
〕
な
ど

⑲
　
　
『
西
宮
記
嚇
（
内
印
）
の
要
約
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ω
上
卿
が
陣
に
着

　
く
　
②
少
納
言
が
内
案
を
上
卿
に
覧
ず
　
㈲
少
納
言
は
内
侍
に
内
案
を
付
し
、
内

　
侍
は
天
皇
に
奏
す
　
ω
内
侍
が
内
案
を
上
卿
に
戻
す
　
㈲
上
卿
は
座
に
着
き
、
捺

　
印
を
命
じ
る
　
㈲
少
納
言
・
主
鈴
ら
が
捺
印
す
る

⑳
注
③
参
照

⑳
　
　
畷
類
聚
符
宣
抄
隔
（
第
六
・
少
納
雷
職
掌
）
弘
仁
五
年
七
月
廿
日
宣
門
右
大
臣

　
宣
。
少
納
言
依
留
所
奏
請
重
富
符
。
四
脚
候
御
南
大
殿
時
即
奏
。
而
比
来
怠
慢
。

　
至
廻
御
北
大
殿
乃
奏
。
留
立
聴
覧
。
甚
乖
道
理
。
自
今
以
後
。
仰
少
納
醤
。
莫
令

　
更
然
。
」

⑳
　
吉
川
真
司
「
上
善
制
の
成
立
偏
、
同
「
申
文
刺
文
黒
幕
（
　
九
九
四
年
初
出
）

　
（
と
も
に
噸
律
令
官
僚
制
の
研
究
』
一
九
九
八
年
・
塙
書
房
）

⑳
　
第
一
置
注
⑳
参
照

⑭
　
春
名
氏
は
、
嵯
峨
が
太
上
天
皇
位
を
一
旦
放
棄
し
、
新
帝
（
漢
和
）
か
ら
尊
号

　
を
受
け
る
形
に
し
た
と
指
摘
す
る
。

⑳
　
立
太
子
の
時
期
や
嵯
峨
紀
を
参
考
に
、
嵯
峨
の
譲
位
日
に
皇
位
継
承
時
点
が
設

　
定
さ
れ
た
と
第
一
章
で
述
べ
た
点
や
、
嵯
峨
譲
位
時
に
譲
位
儀
の
諸
項
屋
が
ほ
ぼ

　
確
認
で
き
る
点
も
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

即位の変容と律令天皇制（加藤）

　
八
世
紀
の
律
令
天
皇
制
が
、
前
代
か
ら
の
固
有
的
側
面
と
、
律
令
の
専
制
君
主
的
側
面
と
い
う
二
面
性
を
持
つ
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
中
で
は
、
桓
武
を
画
期
と
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
転
換
し
、
新
秩
序
の
導
入
や
制
度
的
改
編
が
進
み
、
前
代
か
ら
の
固
有
的
・
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

格
的
側
面
が
払
拭
さ
れ
て
富
僚
制
が
自
律
し
た
結
果
、
天
皇
は
律
令
制
本
来
の
専
制
霜
主
に
移
行
し
た
と
評
価
さ
れ
て
き
た
。
九
世
紀
以
降
の

天
皇
の
不
執
政
、
幼
帝
の
出
現
、
天
皇
の
権
威
化
の
進
行
も
こ
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
八
世
紀
の
天
皇
に
つ
い
て

は
、
専
制
君
主
的
側
面
が
当
時
の
実
相
で
は
な
く
、
中
国
律
令
の
導
入
に
よ
る
形
式
的
な
も
の
で
あ
っ
た
す
る
見
解
が
多
く
存
在
す
る
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
、
九
世
紀
以
降
の
政
務
や
文
書
の
基
礎
形
態
が
奈
良
時
代
後
期
（
八
世
紀
後
半
）
に
起
源
を
持
つ
こ
と
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

奈
良
時
代
の
天
皇
は
、
女
帝
や
太
上
天
皇
の
問
題
と
も
関
連
し
て
そ
の
評
価
が
未
だ
に
一
定
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
桓
武
朝
を
画
期
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と
す
る
見
解
に
は
疑
問
も
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
皇
位
継
承
時
点
と
空
位
に
対
す
る
認
識
の
変
化
に
着
目
し
て
皇
位
継
承
儀
礼
を
分
析
し
、
こ
れ
を
指
標
と
し
て
律

令
制
下
の
天
皇
権
力
の
構
造
と
そ
の
変
容
を
論
じ
る
こ
と
を
試
み
た
。

　
令
以
前
の
皇
位
継
承
に
お
い
て
、
皇
位
継
承
時
点
は
特
定
し
難
く
、
空
位
は
事
実
と
し
て
存
在
し
た
が
、
君
主
権
代
行
や
期
間
短
縮
に
よ
り

回
避
の
努
力
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
律
令
制
下
で
は
、
神
祇
令
叢
説
条
を
法
的
根
拠
と
し
て
皇
位
継
承
時
点
が
明
示
さ
れ
、
八
世
紀
に
は
、

譲
位
と
即
位
が
同
日
に
行
わ
れ
て
、
空
位
が
徹
底
的
に
回
避
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
天
皇
が
律
令
文
書
行
政
の
最
高
決
裁
者
で
、
皇
太
子
な
ど
他

者
と
の
権
限
差
が
明
瞭
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
、
皇
位
継
承
時
点
は
大
権
行
使
が
可
能
に
な
る
重
大
な
転
機
を
、
空
位
は
文
書
行
政
の
停
滞

を
意
味
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
八
世
紀
の
天
皇
は
、
律
令
文
書
行
政
に
お
け
る
唯
一
性
・
専
行
性
を
保
障
さ
れ
、
律
令
制
本

来
の
性
格
を
強
く
有
し
て
い
た
と
評
価
で
き
る
。
し
か
し
一
方
で
、
天
皇
は
、
律
令
制
の
い
わ
ば
一
機
関
と
し
て
制
約
を
受
け
、
空
位
が
許
さ

れ
ず
、
譲
位
に
よ
る
皇
位
継
承
が
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
八
世
紀
末
の
政
務
形
態
の
変
化
に
伴
い
、
天
皇
は
専
行
性
・
唯
一
性
を
失
い
、
律
令
制
に
お
け
る
皇
太
子
と
の
権
限
差
が
無
実
化

し
た
。
～
方
、
八
世
紀
に
は
、
譲
位
儀
礼
が
未
確
立
で
、
天
皇
大
権
の
放
棄
が
明
確
で
は
な
く
、
太
上
天
皇
と
天
皇
が
と
も
に
大
権
を
行
使
す

る
矛
盾
が
生
じ
た
が
、
こ
の
解
消
の
た
め
、
嵯
峨
の
譲
位
時
か
ら
大
権
放
棄
が
明
確
に
な
っ
た
。
天
皇
権
力
の
構
造
に
関
す
る
こ
の
変
化
を
反

映
し
て
、
九
世
紀
以
降
の
皇
位
継
承
儀
礼
は
、
譲
位
儀
・
崩
御
儀
と
、
即
位
儀
に
分
離
し
、
皇
位
継
承
時
点
と
空
位
は
、
本
来
の
意
味
を
失
っ

て
形
式
上
・
儀
礼
上
の
問
題
と
な
っ
た
。
ま
た
、
九
世
紀
以
降
の
不
執
政
や
幼
帝
は
、
こ
の
天
皇
権
力
の
構
造
変
化
の
延
長
と
し
て
出
現
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
八
世
紀
の
天
皇
が
、
律
令
文
書
行
政
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
中
で
律
令
法
に
基
づ
い
て
大
権
を
発
揮
し
、
そ
の
唯
一
性
・
専
行
性

を
保
障
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
一
機
関
と
し
て
制
約
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
に
留
ま
っ
た
。
し
か
し
、
天
皇
大
権
の
内
実
に
つ
い
て
、

勅
命
の
発
給
や
文
書
行
政
な
ど
律
令
法
と
の
関
係
を
含
め
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

32　（！96）



①
　
早
川
庄
八
欄
日
本
古
代
官
僚
制
の
研
究
』
（
皿
九
八
六
年
・
岩
波
書
店
）
、
同

「
律
令
国
家
・
王
朝
国
家
に
お
け
る
天
皇
」
（
『
天
皇
と
古
代
国
家
触
二
〇
〇
〇
年
・

講
談
社
・
一
九
八
七
年
初
出
）
。
大
津
透
『
古
代
の
天
皇
制
輪
（
一
九
九
九
年
・
岩
波

書
店
）
。
同
「
「
日
本
」
の
成
立
と
天
皇
の
役
割
」
、
大
隅
清
陽
「
君
臣
秩
序
と
儀
礼
」

（『

坙
{
の
歴
史
0
8
　
古
代
天
皇
制
を
考
え
る
隔
二
〇
〇
一
年
・
講
談
社
）

②
吉
川
真
司
「
劇
毒
制
の
成
立
」
（
第
二
章
注
⑫
前
掲
）

（
京
都
大
学
研
修
員
）

即位の変容と律：令天皇制（力藤）
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Changes　in　the　Accession　to　the　Throne　and　the　Ritsuryo　Tenno　System

by

KATo　Asako

　　In　this　study　I　have　tried　to　reexarnine　the　［role　of　the］　emperor　in　the　ritsuryo

system　aRd　the　changes　affecting　it　by　focusing　on　the　changes　over　time　in　the

moment　one　became　an　emperor　and　vacancies　on　the　throne　in　the　ritual　protocol

of　imperial　succession．

　　In　the　imperial　succession　prior　to　the　ritsuryo　system，　it　is　difficult　to　specify

the　exact　moment　when　someone　became　an　emperor．　And，　although　£he　throne

was　at　Simes　vacanS，　the　durabion　was　shortened　as　the　members　of　the　royal

family　served　in　place　of　the　emperor　in　an　effort　to　avoid　such　vacancies，

　　However，　under　the　ritsuryo　systern，　the　moment　that　someone　became　an

emperor　was　spechied，　£he　abdication　and　£he　accession　to　the　throne　were　con－

ducted　on　the　same　day　from　the　eighth　century，　and　vacancies　were　assiduously

avoided．　This　was　due　to　the　fact　the　emperor　in　the　ritsuryo　system　had　ultimate

decision－malriRg　authority　within　the　bureaucratic　titsuryo　adrninistration，　and　the

moment　that　one　became　an　emperor　became　a　crigcal　turning　point　that　clearly

distinguished　imperial　authority　from　that　of　others　and　a　vacancy　on　the　throne

came　to　mean　a　cease　in　the　operation　of　bureaucratic　administration　of　the　state．

Therefore，　the　emperors　of　the　eighth　century　were　in　an　entirely　unique　position

within　the　ritsuryo　bureaucratic　adminjstration，　and　t　he　original　character　of　the

ritsuryo　system　can　be　judged　to　have　been　vigorous．　However，　the　emperor，　as

what　might　be　termed　a　single　organ　of　the　ritsuiryo　state，　was　restricted，　vacan－

cies　on　the　throne　were　not　permitted，　and　imperial　succession　was　carried　on　by

abdication．

　　The　unique　character　of　emperor　in　the　original　ritsuryo　system　was　lost，

however，　with　the　changes　in　the　form　of　government　at　the　end　of　the　eighth

century，　and　the　discyepancy　between　the　authority　of　the　emperor　and　the　crown

prince　also　disappeared．　On　the　other　hand，　in　the　eighth　century，　the　ritual　pro－

tocol　of　abdication　had　Bot　yet　been　established，　and　a　contradiction　was　created

when　an　abdicated　emperor　and　the　reigning　emperor　both　tried　to　exercise

sovereignty　because　the　former　emperor’s　sovereignty　had　not　been　ciearly　aban－

doned．　However，　this　contradicbion　was　resolved　from　the　time　of　the　abdication
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of　Emperor　Saga，　who　clearly　relinquished　sovereignty．

　　Reftec£ing　this　change　in　the　emperor’s　sovereignty，　a　clear　distinction　was

made　from　the　ninth　century　onward　in　the　ritual　protocol　of　imperial　succession

between　abdication　or　imperial　funerary　rites　on　the　one　hand　and　the　accession　to

the　throne　on　the　other，　and　the　moment　that　one　became　an　emperor　and　a

vacancy　on　the　throne　lost　their　original　meanings　within　the　original　ritsuryo　sys－

tem．　They　came　to　be　valued　as　merely　formalized，　ritual　protocol．

A　Basic　Analysis　of　Kyoto　Daimyo　Hikeshi　in　the　Edo　Period

by

FuJIMoTo　Hitofumi

　　In　this　study　1　have　attempted　to　clarify　the　role　of　the　Kyoto　Daimyo　Hikesbi

京都大名火消（艶udal　lords　charged　with　suppressing　fr　es　in　Kyoto），　especiaRy

the　Kyoto｝likeshi　Yaku京都火消役after　the　seventh　year　of　Kyoho享保（1722），

when　four　domains　closely封nked　to　the　Shogunate譜代藩，　the　Zeze膳所，

Kameyama亀山，　Yodo淀，　and　Koriyama郡山，　were　charged　with　this　duty．

Although　previous　studies　have　c｝arified　its　role　in　part，　much　remains　to　be　eluci－

dated．　Through　this　analysis，　1　have　both　clarified　the　consciousness　of　the　daimyo

of　the　Kinai　region　and　nearby　prov加ces畿内近国toward　thek　role　and　the

establishment　of　this　system　as　a　part　of　this　attitude，　and　have　seen　it　as　one

aspect　characteristic　of　the　systematic　reformation　of　the　goveinment　system　in

the　Kamigata上方area　during　the　period　from　the　Genroku元禄to　the　Kyoho

era．

　　In　sections　1　and　II，　1　have　focused　on　the　relationship　between　the　Hikeshi

yaku　and　the　ShogUn将軍and　R（加老中and　cla㎡ied　the　place　of　this　system

wi£hin　theδ魏襯伽翅sθ∫幕藩体制，　the　system　of　rule　by　the　Shogun　and　feudal

domains．　First，　powers　of　appointment　and　exemption　were　exercised　thi’ough

rOju　hosho老中奉書or卿’％肋ん爵鴻θ老中書付，　a　document　which　conveyed　the

wl11　of　the　Shogun，　who　controHed　this　authority．　Furthermore，　two　of　the　four

domains　that　served　as　Kyoto　Hil〈eshi　yaku　were　also　paired　for　service　in　the

s伽ん勿肋勧参勤交代by　r（加hosho．　Atthe　same　time，　other　matters　in　the　sys－

tem　beyond　appointments　and　dismissals　and　the　sanl血1くokai　were　the　exclusive

jurisdiction　of　the　Roju．
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